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応
す
る
も
の
と

ν
た
J

従
っ
て
、
治
財
源
域
は
、

そ
の
土
、
つ
な
枕
↑
子
守
一

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

7
 

2
 

ツ」cn 
リリ日

度
い
ん
パ
ま
れ
F
O
悩
人
々
の
請
ト
レ
ハ
作
法
体
効
果
）
～
っ
け
ご
？
ハ
巡
の
構
成
長
作
が
持
続
T
u
r
k
な
り
う
る
か
を
改
め
て
検
討
す
る
巴
叫
が
あ
る
り
ふUP 

吋
ω店
f
h
す一
r
Q

も
の
と
、
二
＼
日
間
古
防
と
に
必
川
？
な
賛
同
川
に
限
定
さ
れ
た
ー

いM
l
ー
の
「
て
つ
に
、
役
は
、
ム
関
口
マ
法
、
目
立
ニ
普
通
江
、
辺
世
法
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
伝
元
に
よ
る
守
し
主
義
務
／
求
治
、

Mmが
に
ナ

フ
一
人
↓
－
利
得
吐
き
川

L
、
緊
急
放
助
r

「
二
フ
ル
の
下
で
の
巾
閣
官
一
戸
町
償
y
報
附
を
対
応
ベ
〔
「
手
、

ご
レ
λ
叫
が
、
ぞ
れ
込
ハ
は
鮮
明
な
段

て
は
な
く
、
多
様
な
肉
料
能

効
U
木
が
法
犯
に
制
約
さ
れ
つ
つ
、
品
川
存
】
ど
い
た
よ
ハ
ド
ド
、
山
内
此
医
す
る
が
い
パ
久
が
あ
る
〉

以
ー
の
よ
、
つ
に
、
肝
史
的
に
は
、

カ
バ
レ
ー
一
ノ
ン
的
抗
皮
ご
あ
る
が
、

ョ
！
日

y
パ
レ
ベ
ル
で
の
法
典
化
会
企
刷
」
ヲ
る
以
？
、
こ
の
出

ム
f
ま
♂
は
、

〆
）

7

7
、

l
L
i
J
Z
L
 

一川
7
7
の
戸
革
法
な
い

L
4
h
u
！
？
汁
山
総
の
仲
い
の
中
に
の
適
切
メ
の
み
を
話
証
し
て
き
だ
は
哲
宇
一
は
、
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抑
制
古
7

に人
r

ま
れ
て
い
る
詰
請
ぷ
擦
が
P
？
ー
と
こ
に
の
立
制
は
と
止
当
な
ワ
な
が
り
を
主

L
て
い
る
の
か
と
い
う
問
が
構
造
J

幻
じ
不
吋

淀
か
人
I
L

分
で
あ
う
た
か
ら
勺
あ
る
c

で戸、、
問

一
、
管
一
円
若
い
の
義
訟
の
範
団

本
人
内
総
JH
理
詰
ド
対
す
る
よ
ド
認
訴
p

准
は
、
治
理
者
勺
月
報
提
供
詫
湾
、
と
り
わ
け
一
一
土
真
説
け
誌
誌
、
枇
和
仙
川
義
務
、
揖
害
賠
償
義
合
、

引
注
説
一
携
を
内
容
と
す
る
“
こ
こ
じ
は
、
本
人
の
、

r
悼
限
が
な
く
山
科
的
な
介
入
γ
H
L
対
す
る
法
的
涼
一
設
が
切
望

2
な
勺
一
戸
｛
ょ
。
り
、
首

川
打
者
の
利
仙
制
的
動
伎
や
佐
原
、
行
計
一
引
の
泡
切
さ
は
且
乏
で
は
な
く
、
告
白
古
か
ら
本
へ
へ
の
賀
川
償
還
一
哨
求
と
は
非
対
祢
り
引
な
構
造
を

手
、
中
」
さ
せ
よ
う
と

L
C一
さ
た
「
に
も
い
v

か
わ
ら
ヲ
、
何
段
J

れ
つ
要
件
の
同
期
化
が
試
み

ιれ
て

3
ん

（
ノ
ラ
〆
ス
Iい
HrJm
や
ド
ノ
J

ノ
の
け

心

wijれ
な
乍
務
処
思
議
、
同
出
「
ロ
ペ
明
間
も
円
除
）

の
は
、
統
一
的
制
ほ
と
し
て
の
竹
中
当
化
か
以

υ約
契
約
凶
式
レ
f

一
線
な
刊
を
持
つ
か
ら
で

あ
之
ゥ
子
、
そ
れ
仁
よ
コ
亡
、
反
対
訴
権
の
長
引
が
也
崎
一
訴
権
の
hr件
に
v
d
響
し
、
凶
接
訴
権
が
枚
、
つ
は
ず
の
、
本
人
の
保

rh
い
欠
紋

ド
生
、
〕
て
与
す
っ
危
険
ふ
も
？
っ
す
d

、
費
問
川
山
い
お

十
九
九
に
と
っ
て
の
容
飢
的

k
，h
性
を
持
常
こ
す
る
限
け
で
、
み
世
代
の
不
当
利
伴
氏
ソ
市
川
務
争
開
法
を
リ
十
配
ド
仔
さ
せ
る
意
ず
い
は
な
い
J

皐ず

政
山
管
制
の
ヤ
町
市
本
訓
依
存
と
人
i
h
川
利
得
の
一
一
史
依
存
は
、
利
伴
概
念
の
柔
軟
化
に
合
リ
、

主
民
的
手
円
何
！
、

司
期
化
さ
れ
て
い
る
）

の
均
台
も
同
訴
で
あ
り
、
そ
の
給
l
u
H
h
J
知
人
約
法
L
し
、
和
栄
此
mk叶
？
叫
J

非
伎
の
か
が
慕
準
レ
な
る
。
〕
か
し
、
ス
タ
フ
f
グ
ル
ー
プ
は
、
こ

こ
で
、
管
却
告
に
よ
る
ド
人
の
川
、
hw
状
況
の
士
川
均
二
山
仙
J
L
A

甘
併
殺
に
置
こ
う
と
し
て
い
る
ο

、
管
河
川
」
引
の
似
古
川
州
依
請
求
憧

}) 

" 
事
務
当
路
の
機
能
移
転
の

つ
で
あ
り
、
契
約
外
責
停
法
内
定
ヨ
コ
ょ
の
ゐ
ー

コ
コ
↓
〆
口
ー
は
、
本
人
の
責
任
を
、

F
作
叫
却
を

木
人
が
引
え
起
て

L
た
い
さ
一
い
い
の
み
お
め
ム
ヒ
ゲ
、
こ
わ
れ
は
、
民
償
責
任
の
基
礎
と
［
て
何
ら
か
の
帰
京
半
川
市
v

必
要

r
一
い
、
つ
肖
コ
味
て
、
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立の－
P
Jめ
乙
J

ク
ル
r

プ
京
は
、
こ
こ
む
、
裁
判
官
の
裁
量
に
ふ
る
減
泊
謂
J

去
を
区
く
が
、

y
：
ス
ト
υノ
γ
民
J
、
の
よ
λ

に
、
救
助
の

成
功
の
山
尚
一
八
川
の
み
引
ょ
た
の
一
市
転
絞
を
認
め
る
方
が
一
任
、
主
で
あ
る
）
ま
p

、
こ
の
頁
伍
は
、
川
一
川
係
芸
の
状
況
が
』
心
ど
と
す
る
振
り
で
の

れ
一
平
め
責
任
式
る
べ
き
で
あ
る
っ
間
回
な
の
は
、
こ
の
京
汗
は
事
務
符
辺
の
で
尚
一
1
1
耐
の
基
準
／
一
人
三
杭
口
立
と
や
さ

4
い
ご
と
司
、
あ
る
J

摂

本
自
に
は

以
白
川
一
で
は
な
く
、
社
ん
い
戸
保
険
坊
も
し
く
は
れ
ぷ
法
的
UFhは
が
持
印
刷
さ
れ
る
べ
き
C
あ
る
。

介
入
者
か
被
救
助
者
か
の

~ 

ら
で
、
上
司
門
混
の
救
助
行
ぬ
に
荒
川

L
ご
、
利
川
限
付
ワ
が
多
〈
の
法
秩
序
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
船
方
で
、

白川又

J

j
一氏レ
h
！
rφ

村
部
一
千
j
イ

i
l

市

γ
務
管
却
の
恥
い
似
性
と
の
ヂ
ザ
居
合
わ
ん
バ
人
J

〆
七
ン
ア
ノ
ブ
へ
の
川
刊
紙

れ
ゐ
c

枯
「
刀

、
」
心
問
題
は
契
約
法
的
同
組
一
引
に

あ
り
、

合
J

ぎ
が
犬
山
に
上
り
小
り
能
な
坊
へ
に
は
、

行
為
者
が
thャ
一
い
の
出
動
が
号
制
半
引
の
当
医
に
U
R
L
↑
、
し
な
い
と
想
定
ご
さ
る
場
合

に
は
、
云
玄
な
く
し
て
主
ん
や
川
が
成
守
す
る
よ
児
て
、
本
人
山
ー
一
］
以
i

た
保
誌
は
、
取
れ
惟
を
与
～
L
7
G

ニ
と
で
対
処
し
、
さ
ム
に
、
取
り

れ
？
〕
た
場
人
刊
の
佳
日
間
判
利
益
主
任
で
川
崎
控
オ
る
一
」
と
が
一
一
宮
斗
て
あ
る

五
、
代
珂
惇

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

こ
の
側
凹
は
、

昌
一
段
管
理
の
え
校
的
沿
い
）
部
分
バ
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
一
千
北
鈴
子
二
、
反
問
さ
れ
、

ス
タ
デ
ィ
グ
ル

ノ

スも
タ採
T rr 

グて
Iレしι

1 る
ブ
のド
立イ
Ji,)三ッ

0) 

~ 

J品
l止

や,, 
j長
す
支

'!!.・ 

」

：止
な
し、

以
i
の
ふ
ろ
な
問
想
性
を
グ
ル

i
ブ
は
芯
品
川
し
て
い
な
い
ο

後
ら
は
、
宇
治
九
日
連
に
I

税
約
ヱ
二
ブ
ル
門
会
川
f
J
L
、
い
か
な
る
請
求

ほ
を
ヲ
え
る
カ
と
い
う
こ
と
の
み
を
晴
、
っ
て
い
る
“
こ
の
I
杭

的
制
度
を
維
持
す
る
珂
山
は
、
九
川
刷
比
例
の
却
同
組
れ
の
概
観
か
り
戸
寸
り
れ
だ

と
さ
れ
Q
が

ふ
こ
」
明
、
枚

1MA
れ
L

い
る
の
は

よ
ム
一
出
向
丘
刻
節
山
）
「
ノ
キ
ス
〉
の
比
較
で
あ
り

判
伏
丹
羽
前
は
十
分
一
い
は
な
い
コ

［
、
干
務
号
理
の
よ
、
つ
に
、

”J
て
況
と
判
明
の
一
札
離
が
あ
る
ぬ
ム
二
ト
は
こ
の
よ
う
な
方
法
は
向
山
切
で
あ
る
に
も
，
と
可
ム
へ
な
こ
L
L
と
じ
亡
、
台、

日え人法羊j白2(2 'lり：z:;s :2c1日 7 



,,ii 

グ
ル
フ
は
、
州
却

L
の
前
提
f

じ
て
、
利
池
的
な
介
入
こ
い
う
コ
ン
七
7
1を
基
促
仁
し
て
ぜ
ま
一
っ
て
い
る
r

ー〕、
J

日向J
っ
て
、
本
。
距

＝
ト
刊
に
い
ま
と
め
、

ワ】
A
リ

U5
 
之
J2
 

2
 

主

こ
の
一
ヒ
デ
ル
は
比
較
法
的
地
即
！
の
門
市
ち
に
は
な
く
、
そ
の
出
発
点
に
世
か
れ
て
い
る
こ
と
の

T
Zや
句
似

文
献
や
比
較
法
的
ノ
ラ
卜
は
、
こ
の
マ
f
め
作
ら
れ
た
説
似
円
状
法
的
モ
ヂ
ル
に
涜
ム
円
す
る
も
の

さ
れ
、
張
｛
七
百
れ
て
い
る
よ

で戸、、
問

つ
に
也
わ
れ
る
）
事
必
管
辺
の
川
モ
ザ
的
共
一
礎
を
問
、
つ
『
F

入
献
は
ん
京
：
Z
J
尽
さ
れ
、
ぃ

4
い

イ
ギ
1
ノ
ス
斗
い
や
め
一

字
本
山
岬
日
モ
デ
ル
と

L
て、

の
道
ら
あ
り
、
つ
る
は
ず
で
あ
る
と
。

〆

L
I
九、，、一一、

J
k
i
J
A
L
J
r
h
λ
ル
ケ
ト
ト

グ
バ
l
。
一
ノ
業
の
本
質
的
特
伎
を
、
他
人
の
事
務
処
理
安
件
、
百
羽
泊
判
て
介
入
首
の
J

出
対
請
求
権
の
い
官
峠
の

第

占

他

半 sil
手話 ｝ 

処がl
ナヰ｛ 討
習す
件]liる

｝

〔

id

ミ
プ
、
呼
跡
、

j
h
v

〆

te
一l
h

i

グ
ル
ー
プ
一
茶
の
れ
他
的
モ
デ
ル
は
、

べ
L

だ
よ
う
じ
、
現
行
法
的

j
M
W九
よ
土
九

f
つ
会
J

し

；
i
I
l
l
i
－

－

 

利
他
的
助
機
は
、

事
務
包
刊
の
旭
用
範
囲
慌
た
も
、

各
観
的
色
［
（

F

仮
に
そ
札
を
対
抗
的
に
舟
楕
比
さ
れ
た
動
機
と
解
す
る
に
し
て
も
、

自コ
主主 うナ
ら＇）
← γ 

（ め
訓亘 σ〉
財貨
中立 1:1 
岡山償

＇＂三（止の
同
グ忠
｝~ i, 

索
し乃

足
切
に
処
埋

ν
な
い

む
し
ろ
実
翠
問
照
z
T

側
々
の
問
返
信
所

守
、
え
で
ゐ
る
と

利
位
的
弓
デ
ル
）
川
同
九
州
司
ト
q

る、

l
w
」
な
手
続
白
川
崎
へ
の
限
定
で
あ
る
3

－L
れ
に
よ
っ

三
、
法
的
保
設
の
欠
欽
一
店
主
ベ
ブ
ベ
正
当
と
な
い
出
川
J

務
管
財
に
、
手
捺
λ

口
理
の
情
料
提
供
義
務
、

J
川
計
七
一
い
主
義
務
、

そ
の
他
の
行
為

十
一
お
い
か
溺
時
ι
こ
れ
ず
に
、

こ
れ
ら
の
凱
律
子
一
村
，

r
な
い
民
一
作
寸
J

一
ヤ
利
♂
法
に
仮
設
が
入
計
？
コ
わ
る
一
一
と
L
よ
川
、

六
人
伝
ト
円
滑
の
欠
航
が

生
「
る
円
で
あ
る
が
、

グ
ル
ー
プ
山
系
は
そ
の
ー
さ
つ
な
問
題
意
引
一
川
を
有
J

て
い
な
い
、

第
二
一
占
（
介
入
者
の
以
対
請
求
～
一
の

グ
ル
ー
プ
茶
は
、
寸
ラ
ペ
タ
H
A
Jい
を
参
叫
し
、

は、

fJ↓
ヘ
行
の
権
川
択
に
渇
す
る

の
ム
ロ
坪
的
却
巾
を
山
友
求
す
る
U

し
か
’
し
、
こ
の
竹
川
町
は
、
契
約
法
は
と
も
か
／
、
事
務
菅
川
町
に
お
い
て
具
体
的
な
基
準
に
り
得
な
い
川

ま
七
、
－

5
』戸山〕戸

Jr、
木
へ
の
h
o
u
川
の
罰
査
義
務
川
県
日
止
を
公
開
件
併
な
の
例
1
y
k

す
乙
下
、
む

L
ろ
、
山
梨
約
締
結
が
可
的
ず
あ
っ

た
か
百
か
が
い
些
併
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
＝
さ
ら
に
同
盟
な
の
は
、
本
人
の
出
川
仙
の
訊
査
が
ん
バ
人
者
の
、
ぷ
l

続
的
基
準
と
し
て
と
ら
え
ら
れ グコ

づk
jト、



ー
い
る
と
で
あ
る

L
h
J
L、
こ
れ
は
小
J
Jれ
為
上
の
計
仙
で
あ
り
、
十
仏
人
の
宍
際
の
音
山
司
王
お
い
し
利
＃
や
基
準
ニ
し
て
費
ぃ

mu情
去
の

叶
ナ
二
一
ゲ
刊
断
す
る
事
務
け
口
辺
の
伝
統
じ
反
す
る
も
の
て
あ
る
（

こ
の
ぶ
ど
ズ
の
基
慌
に
は
つ
の
組
問
点
が
潜
ん
で
い
る
ι

第
は
、
利
也
持
活
動
争
促
進
さ
せ
る
た
め
の
も
乃

〕
か
〕
、
本
人
h
J
救

ス liJJ
f i? 
f当為
ぅ且 を
ヲ生
る求
じj し
全 fこ
c；町
、ーに

は ii
J九子
怯ゆ

ν、2ムし、
1品
r、
い

？？ 

な
オ3
r, 

そ
の
外
裂
を
有
古
（
に
惹
起
し
た
の
で
も
な
川
本
人
が

緊
吉
川
訟
に
は
な
く
、

九
ハ
人
省
が
彼
川
出
火
だ
と
し
て
も

本
r
へ
は
、
介
入
に
つ
い
て

μ己
民
一
刊
を
ね
う
必
要
は
な
い
の

C

よ
り
仙
責
だ
と
い
え
る
カ
ら
の

グ
ル
ー
プ
支
は
、
ヘ
パ
人
を

h
V
L、
一
、
れ
が
許
さ
れ
る
場
人
い
に
は
卓
越
守
管
却
に
長
づ
く
訪
日

ノ
川
市

点
住
を

7
ズ
、
弁
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
支
打
法
、
同
情
午
門
前
伎
に
）
泣
く
と
す
る
［

m
v
l
、
介
人
が
託
さ
れ
る
場
合
ご
も
、
そ
の
コ
ス

を
本
人
い

h
嫁
ヲ
る
浬
山
が
な
い
場
八
ー
も
あ
り
う
る
、

一
）
こ
引
の
誌
評
判
病
院
や
正
当
な
れ
勤
の
有
量
ど
い
与
問
い
に
ι
需
給
じ
で
は

？
p

I

3

 

J

／
j
h

勺、

ro、J
V

u
i
m
fん
析
の
ヒ
で
、
ヤ
／
ぷ
ン
は
、

グ
ル
ー
プ
玄
に
対
こ
＼
二
》
つ
U

結
合
内
つ
一
け
る
ハ

ず
長
わ
九
、
山
宇
治
信
理
が
そ
も
そ
も
統
一
的
制
芯
と
よ
、
あ
下
得
る
か
の
険
一
川
ふ
怠
っ
て
い

huu、
む

J
つ
、
宇
」
の
よ
に
つ
い
て
は
、

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

多
様
示
法
律
効
F
A
一
チ
考
慮
「
る
f

、
疑
い
が
あ
る
こ
、
管
問
岩
の
広
人
に
み
人
す
る
煩
吾
川
町
治
一
内
求
は
、
不
法
行
為
の
間
連
守
あ
り
、
治

叫
「
半
て
の
報
酬
請
六
ず
は
、
契
約
汁
、
い
伶
置
づ
け
ら
れ
る
と
費
町
償
山
丘
、

現
代
γ

小
半
利
件
法
に
と
る
し
見
直
刊
、
対
処
で
き
る
ご
ぶ
’
へ
の
ち

4r
半
む
に
対
す

72占間半品店
11

や
管
川
行
者
の

ろ
入
〕
て
残
る
が

こ
れ
ら
も
以
前
払
刑
て
urk
却
す
る
の
が
笠
ま

ν
い〔

)), 

古S

J
4
1
口
ッ
パ
私
法
雑
誌
に
お
け
る
ヤ
ン
ゼ
ン
の
王
張
の
号
ナ
C
あ
む
分
量
も
出
正
さ
れ
二
い
一
ゐ
た
め
ト
、
や
や
、
一
張
が

茂
式
的
に
忍
し
a
H
一、川古」
T
U

け
も
ん
ん
な
に
わ
え
な
く
は
な
い
U

ー
レ
わ
，

1
し、

役

μ
身、

名グノ＼の
M

川口町で、

叫ム貝原ずの、

川
引
史
批
判
的
民
法
コ
メ

〆
タ
ー
ル
執
筆
部
分
の
士
公
川
原
ね
を
引
川
し
て
け
る
の
で
、
丈
恥
り
町
長
付
げ
は
、

コ
メ
／
タ
ー
ル
丹
十
刀
に
一
渋
ら
れ
ず
い
る
と
門
川
品
、
へ

さ
で
あ
ろ
う
し

7

メ
ン
タ

1
ル
は
、
そ
の
性
質
」
、
ド
ノ
ツ
－
九
法
叫
に
お
り
ョ
G
半
務
管
部
法
規
主
の
医
引
い
れ
成
寸
法
校
レ
し
、

MUV打
没
の

取人法羊JGZ (2~1) z:J 12c1乙 7l
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そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
の
判
例
学
説
の
畏
河
に
分
一
灯
の

r
J
Yが
あ
る

の
1
A
出
？
い
で
ゴ
え
ば
、

、
1

I

目い

H
j
t
J
）
）
そ
の
足
叫
し
は
、

通
範
湖
、
間
一
4
出
解
、
阿
川
語
、

7

ラ
タ
マ

r
f
r
ク
な
実
務
ぃ
J

パ、
J

デ
ク
一
y
ン
笠
説
の
ほ
で
－
民
法
問
の
問
題
提
向
、

、
デ

l
i
l－
 

H

M

ι
十
寸
り

il 

で戸、、
問

な
思
律
諸
問
川
似
と
民
法
刊
の

＼
、
事
必
佳
日
以
か
ら
の
決
引
っ

vjeめ
F
Q

品
、
民
法
H

穴
の
攻
い
J

扱
い

そ
の
刈
存
の
号
r丁
は
以
内
の
よ
へ
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
畏
珂
週
間
h
は、

い
ろ
い
ろ
な
説
占
Jhd
絡
み
や
い
、

は
附
な
線
が
コ
引
け
ゐ

わ
け
ず
は
な
し

ヤ
ン
ゼ
ン
白
川
ぜ
、
小
陪
普
通
法
学
一
」
仙
の
包
括
的
叫
？
の
荒
川
ん
を
膜
い
て
い

下
L
4
9

み
苦
H
Jよか

i
f
z
F
I
l
 

府
民
凶
復
と
活
動
湾
係
の
二
重
性
か
品
川
成
h
！
斗
〉
て
い
た
G

そ
の
利
良
川
旧
点

旭
川
念
、
辺
川
畑
削
減

当
初
よ
り

規
範
的
主
総
は
桜
一
打
に
問
向
井
し
、
問
主
規
定
さ
れ
と
き
た
c

小
世
に
お
い
て
は
、
管
部
背
の
反
刻
一
副
格
争
中

U
と
［
て
与
え

に
、
準
契
約
的
性
質
つ
一
け

C
、
よ
亡
典
お
口

1
マ
法
「
は
な
お
械
念
は
市
庁
に
量
一
関
係
仁
議
論

3
れ
ん
、

直
叫
明
訴
位
と
反
対
抗
栴
の
円

期
化
ー
が
山
山
仇
り
γ派
以
降
ド

～
請
求
権
）

の
比
ナ
川
口
の
i

刊日ト、

事
務
包
明
日
山
体
の
海
域
…
要
件
充
足
M
は
う
肝
わ
れ

設
行
し

個
々
の

に

zr
ル
フ
ハ
は
一
六
山
け
む
に
事
務
管
曜
を
清
士
一
旦
叱
ー
ょ
う
し
Y

人
八

輪
郭
の
な
1
v

川
整
一
点
口
、
と

ν
一
、
被
い
日
引
け
る
現
代
的
組
問
長

ん
山
仙
（
羽
虫
剤

U
H
通
王

に
は
影
響
を
I
J

え
得
な
か
っ

っ
か
品
川
甘
却
の
介
在
校
拠
本
一
問
、
川
町
午
同
時
的
論
下
ふ
初
め
て
導
入
、

J
ノ
の
が
、
山
杭

ぺ－
v
了
弁
で
あ
る
（
ご
こ
で
は
、
責
任
法
や
利
料
法
以
外
に
加
入
初
計
百
川
住
悶
係
を
ボ
ド
壬
7Jで
い
う
ん
山

（
決
期
一
人
コ

ア
3

i

ウ
ス
な
ど
て

管
思
昔
の
五
日
と
に
人
の
枯
れ
一
定
的
立
門
の
対
応
に
、

肝
不
の
契
約
会
一
［
ハ
ル
る
方
川

ブ
y

ン
ド
レ
ブ

ク
リ
ス

フ
ィ
ア
ン
・

7
オ
凡
ブ
h
u
v
一）

な
ど
が
却
下
れ
た
〉

L
か

ν
、
そ
の
比
九
従
を
利
佳
禁
汁
に
芦
く
の
か
、
契
約
九
出
ド
ト
置
く
の
か
守
分
か
れ
た
、

ナー

＇苧／」

い
ず
れ
の
問
ド
も
、
他
人
の
へ
j

人
か
ら
の
本
人
内
保
護
が
平
安
で
あ
る
こ
い
う
、
自
由
主
義
的
一
川
怖
が
市
花
と
さ
れ
た
口

h

リ
は
、
。
フ
ロ
J

ド
ン
校
一

7
J
r法
、
オ

l
ス
ト
川
ア
人
法
、
役
割
己
迫
法
書
幼
印
し
た
ハ

し
か
し
、

こ
の
設
け
自
然
法
的
コ
〆
七
ブ
？
佐
保
刑
し
な
か
っ
た

r
ノ
ー
ツ
一
げ
ん
ル
…
の
ポ
務
立
町
法
は
、

f
イ
川
f

戸
山
小
山
内
ウ
法
粁
は
、

ヒ
と
し
て
、
日
高
法
の
法
問
化
で
あ
る
が
、

九
位
ぺ
い
よ
恥
に
集
小
此
叫
に
判
別
学
設
に
よ
っ
て
－
qh隠
さ
れ

の
押
し
〔
点
的

I
て
成

さ
｛、,, 
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ム

J
V
1
〕

そ
の
個
別
的
内
行
は

こ
の
E
う
主
誌
論
状
汎
を
考
有
し
て
の
み
哩
解
吋
法
で
あ
る
c

こ
ご
で
は
、
ん
く
新
た
な
諸
概
念
い
か
灰

川
刑
さ
れ
zr

の
で
は
な
い
が
、

に
も
か
か
わ

ιず
集
国
的
な
バ
川
pf
の
過
程
で
、

昔
涌
J
、
を
機
詑
！
、

ド
タ
マ
ト
、

は
訂
す
る
に
中
一
つ
ず
、
ぃ

1" 
A

仙
収
川
叶
戸
寸
法
の
本
認
と
と
も
い
、

hv洲
似
自
に
事
務
処
矧
立
以
E
J
t
州
が
欠
け
る
場
人
引
い
は
、

一／
r

フ
，
ク
チ
オ
が
河
出
了
一
な
，
ωと
す

一
一
日
え
し
く
る
が
、

通
一
同
は
、
必
お
そ
の
よ
う
な
場
台
本
も
事
務
管
却
に
含
め
続
け
た
n

こ

こ
と
は
、
安
疋
口
マ
小
山
源
、
と
羽
初
し
な
い
も
の
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
f

も
っ
と
も
、
ポ
袴
古
川
叫
の
内
何
で
の
区
別
は
逆
行
し
、
皆
、

れ
り
を
排
除
し
て
抗
皮
の
機
能
を
変
更
f
る

正Z IE 
さ γI'
オt 務
たJメ管
Jll' 

イ、

兵

事
務
問f

（
一
同
町
い
の
場
ん
も
L
P
、
は
ポ
務
処
郡
山
巳
訟
が
な
い

の
区
以
は
九
位
紀
末
に
は

段
杭
に
本

ヰ
ー

i
ベ
ル
は
、

そ
の
保
注
仁
乎
務
戸
」
門
川
社
制
度
山
主
義
を
見
L
だ
し
た
子
、

部
分
N
U
十
七
八
に
お
い
て
利
怯
的
行
動
や
一
評
今
一
主
に
置
さ
一
、

川ール

4

泣
い
会
は
、
そ
の
よ
、
？
三
勺
動
は
例
外
で
あ
わ
、
緊
急
手
務
州
J
H
W
岬
よ
信
越
的
公
的
利
川
町
が
存
在
す
る
均
台
守
山
肌
主
、
事
務
治
理
が

日
有
限
hi
不
人
心
利
誌
と
な
了
心
場
合
に
の
み
治
則
明
者
に
調
私
詩
人
一
権
を
与
よ
ん
だ
ー
第

委
只
会
は
、
事
拷
処
理
の
住
民
J

三
百
観
的
一
利
誘

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

も
し
く
は
、
戸
則
一
ノ
告
の
飢
｛
「
ー
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
人
の
乾
尽
に
灯
時
ひ
っ
け
、
利
他
的
行
動
へ
の
紅
進
を
与
、
ス
？
？
〆
し
た
c

主高

早

ド
f
ツ
民
去
の
編
し
い
過
程

以
i
の
ふ
ろ
な
問
沼

E
誠
を
怠
球
に
置
き
つ
つ
一
、
事
務
管
却
刊
誌
を
眺
め
る
と
こ
っ
写
る
か
。
た
と
え
ば
、
い
本
誌
の
事
務
貸
洋
規
定

チ
初
了
背
が
ム
示
叫
ん
ど
と
さ

契
約
千
不
法
行
為
な
ど
と
比
〈
ん
と
き
そ
の
翰
郭
の
不
吋
催
、
一
三
に
f

訪
う
の
で
は
な
い
か
巳
そ
れ
は

寸
比
一
吊
な
支
出
し
い
い
ラ
こ
と
Kd
じ
き
る
が
／
J
1
L
相
凶
位
h

の
冒
頭
に
、
事
情
内
川
」
用
高
の
山
首
耗
務
M
y
i
J

る
こ
と
の
6
T
4
f
は
何
で
あ
ろ
、
っ
か
。

さ
t
＼

P
J
ツ
え
法
も
、

円
十
平
均
伐
と
川
一
株
に
、
関
位
什
は
、
七
務
信
刑
山
首
の
日
正
豆
義
務
か
ら
拾
ま
一
J

て
い
る
が
、
す
で
に
述
、
へ
か
よ

取人法羊JGZ (2 ~：；） 2:;9 :2c1乙 7l
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う
に
、
は
ほ
倍
近
、
基
や
規
定
し
に
い
る

ド
イ

y
以
法
の
編
纂
週
刊
は
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
が
分
以
烹
（
八

そ
の
険
討
の
J
A

凡
思
と
〆
て
の
お
肯
栄
（
全

で戸、、
問

粂
）
、
ぞ
の
d
c
l
り
ド
ん
布
討
の
結
用
ド
p

υ

て
の
位
一
昨
未
〔
全
一
一
条
、
こ
ま
L

め
る
こ
／
一
が
で
主
P

ぬ
こ
以
ト
、
こ
円
二
一
つ
の
旬
、
を
拍
に
、
そ

れ
そ
れ
、
記
分
草
案
理
山
言
、
川
掛
け
次
長
川
員
九
h
J誌
で
一
両
句
存
、
協

欠

J

二
ι
L
C
、

安
川
市
？
し
1
4
J

そ
れ
ら
を
「
が
か
り
仁
、

そ
の
を
還
を
、
半
前
中
一
件
h
叩
司
法
戸
全
体
像
、
守
口
々
の
規
定
の
役
者
づ
け
）

の
と
ら
え
方
力
法
院
と
い
う
川
刊
行

キ
ュ

1
ぺ
凡
部
一
句
U
平
案
の
刷
州
市
川
書

部
分
草
案
並
び
仁
部
r
J
u
J品
河
市
川
舎
は

フ
ォ
ン
干
コ

1
ベ
ル
の
’
羊
に
よ
る
つ
中
」
吋
の
判
例
、
小
一
品
、
立
法
平
安
人
も
ん
パ
め
た
i
J
法

河
を
H

伊
仙
川
し
れ

l
で
寄
か
札
と
お
り
、
川
剛
山
L
L
V
交
の
山
一
存
も
、

そ
の
検
討
の
上
で
の
収
拾
淫
沢
の
以
来
で
め
る

5ι 
九

あ
る
昔
が
他
人
の
事
務
の
処
刑
川
去
、
～
L

の
他
人
か
ら
妥
山
訂
さ
れ
る
こ
と
も
、
鞍
務
上
ポ
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
し
て
、
問
附
す
る
場

、i
、

）

l

：、

自

ご

U
v
b仁
川
M

事
務
万
人
に
対
〆
て
一
一
軒
過
失
に
つ
い
て
も
責
め
を
負
う
、
但
し
、
町
一
三
守
強
に
お
ご
、
介
人

L
な
け
れ
ば
、

f
A

人

に
生
J

う
る
川
川
一
牛
人
の
防
J

げ
の
た
め
に
行
為
し
た
明
ム
円
に
は
、

故
意

t
重
過
失
に
つ
い
て
の
み
よ
了
、
め
を
負
う
〉

管
判
ぺ
者
が
、
事
ldH
本
人
河
川
市
止
に
反
し
て
、

（
一
九
条
に
お
い
て
認
め
り
れ
む
rl
当
化
事
由
な
く

L
二
、
事
務
処
却
を
な

L
、
も
し

く
は
他
人
の
事
持
委
一
e
h
J
J
れ
な
意
団
じ
自
己
の
も
の
と
し
て
処
対
し
た
場
人
ー
に
は
、
南
ず
い
札

ト
つ
川
て
も
4
E
約
を
A
n
H

、っ、いん↓－

L
、
こ
の
山
幸
紋
が
当
理
者
の
ふ
ハ
入
が
な
く
て
弘
事
務
本
ヘ
に
生
じ
た
ず
あ
ろ
つ
こ
と
が
す
私
む
き
る
場
九
円
や
徐
く
の

情'<JjL主l c2 i.2 HJ 2•iυ 〆.2ill2. 7 .I 



［
百
践
の

一z古
川
、
四
沼
早
賠
償
疋
務
を
岩
原
に
区
い
た
管
制
打
去
の
、
汁
治
義
務
の
旧
社
？
－
で
あ
る
c

こ
れ
に
閉
し
亡
、
以
ト
の
γ
て
つ
に

述
べ
ら
れ
る

F
務
管
…
却
は
、
池
ー
、
の
「
だ
序
均
一
M
刊
に
対
す
る
む
医
学
ー
で
あ
り
、
本
人
の
人
引
入
者
ド
ド
対
す
る
訪
求
権
を
保
烈
へ
つ
け
る
こ
こ
が
ま
ず
小
川
良
と

な
る
。
し
か
し
、
他
方
ご
は
、
そ
の
よ
う
な
介
入
行
為
内
向
長
件
に
鑑
み
、
そ
の

rhA的
安
法
的
に
不
認
し
、
優
遇
す
べ
き
陽
台
が
あ
ゐ

台
工
〈
に
よ
る
し
怜
け
が
な
匂
さ
れ
る
。

王手
J

、
任
理
蓄
の
、
什
信
義
務
、

F
J旦
耕
計
十
此
務
、
取
得
物
引
夜
f

常
務
、
損
害
賠
償
詫
袴

を
問
所
一
ん
す
る
店
長
が
あ
る

一
押
刊
の
子
一
況
や
f
u

法
制
心
に
は
ら
れ
る
咋
契
約
的
説
引
は
定
蛍
的
な
も
の
f

、
は
な
く

」
こ
で
の
諸
義
務
の

根
拠
は
、
介
人
の
事
き
で
れ
t
円
μ
押
す
し
J
4
じ
、
法
秩
出
口
ア
介
入
の
事
支
と
義
治
を
結
び
つ
け
る
の
？
あ
る
u

担
L
、
こ
れ
レ
め

部
「
己
規
者
が

h
’
へ
の
事
詩
ご
あ
る
こ
と
を
刈
っ
て
い
る
P

｝
と
令
、
凶
提
と
す
る
か
ら
、
そ
、
つ
で
な
い
場
ん
に
は
、
本
’
へ
の
管
一
珂
梓
に
対
す
ふ

利
得
詑
主
権
の
み
が
問
料
開
店
と
な
る

（
絞
冷
す
る
、
品
川
相
川
向
い
〕
手
続
告
別
に
院
す
る

十八υ
丸
木
）

他
i
ぺ
管
理
ヤ
自
の
本
人
に
対
す
ふ
権
利
が
者
、
子
つ
れ
る
〈
侵
害
に
凡
す
る
本
人
の
品
い
L
U

の
店
出
は
可
及
的
に
州
附
設
さ
れ
る
べ
え
で
あ

る
が
匂
訪
問
山
事
務
処
理
に
対
す
る

般
的
需
宮
日
rh
ト
ピ
え
超
え
て
存
在
三
有
益
山
処

W
Jゲ
川
文
刊
と
す
る
小
利
益
川
利
時
い
ふ
蒋
が
必
支

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

そ
の
限
り
で
、

M
H
V
m円
F

世
に
過
失
が
人
あ
し
限
h
ノ
で
、
－
U
務
処
刑
戸
川
弘
「
訴
の
ギ
達
成
は
こ
の

の
成
否
に
影
響
｝
J

な
い
）
も
し
そ

で
あ
る
一

う
で
与
い
μ

一
す
れ
ば
、

管
叶
思
考
い
給
果
の
料
体
障
が
認
セ
ら
れ
る
ご
い
J

に
な
リ
、

ム
制
、
え
な
介
入
は
ま
れ
と
な
り
、

犬
訓
庄
の
政
己
E
は
山
口
な

わ
れ
、
〕
走
、
っ
と
〉

こ
の
際
、
有
r
肘
均
事
務
処
却
と
償
還
式
法
dur
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
償
還
請
求
高
官
レ
カ
十
九
持
づ
け
を
mh
と
か

μ
ば
れ
，
中
む
の
は
、
事

務
管
坪
夜
肢
の
白
正
に
役
立
っ
た
り
、

民
対
の
巳
一
山
立
祉
に
上
り
償
還
が
排
除
さ
れ
た
り
す
る
が
、
こ
の
巳
思
が
、

F
務
色
相
十
ー
ル
閉
山
と

、
市
七
一
じ
の
独
Y

げ
し
た
い
NE
去
を
持
つ
わ
げ
で
は
な
い

一ソ〈ヤペぃ
H

いヤ

f

？
l

j

 

川

吋

川

吋

た

の

わ
γ
ゎ

r
f

木
人
の
治
誌
が
め
る
け
ツ
一
一
に
は
、
有
係
ム
丸
山
ヤ
崎
処
理
の

J2－
と
川
川
じ
／
＼
管
理
者
の
請
求
権
が
机
拠
づ
け

ιれ
る
η

迫
一
誌
、
」
れ
な
い
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場
合
に
は
、

一4担）
r

ヘ
ド
則
一
ノ
告
は
利
仰
い
に
も
こ
づ
〈
芯
求
格
の
み
を
も
寸
る

囚

条

二

ぷ

川
札
力
的
権
利
義
品
川
の
要
作
は
司
仁
一
～
は
な
く

引
制
に
m汎
律
さ
れ
る
丈
夫
、
て
あ
る
U

－」の
μμ
…は

日
7

マ
渋
滞
に
お
い
て
そ
う
で
あ

で戸、、
問

川
一
〕
要
件
に
結
び
つ
け

り
、
そ
れ
は
既
む
の
罰
法
に
対
応
）
、
己
通
法
学
読
に
お
け
る
述
説
乙
み
ご
よ
い
、
一
川
請
求
権
を
同
ヒ
根
拠
、

山一

す
ご
い
、
出
釈
学
派
内
山
中
に
兄
ら
れ
、
近
川
町
内
生
し
て
川
る
し
か
し
、

る
見
解
は
、

準
認
約
理
論
と
明
日
正
す
ふ
が
、

本
.T. 
は

ほ
の
制
に
必
然
的
山
代
町
関
係
は
な
い

t
t
γ
7
Jリ
坊
に
す
ー
っ
か
ム
レ
円
、

こ
の
～
解
喜
味
ら
な
い
ハ

委
任
が
位
十
対
の
均
九
円
、
受
任
者
が
よ
正
N
fー
の
範
引
を
追
え
て
行
お
ず
る
湯
舟
に
は
、
そ
の
限
り
で
事
務
出
理
が
問
題
と
な
る
が
、
正
規

ぷ
は
必
事
で
は
な
い

管
川
打
半
刊
の
煮
汁
ト
（
い
わ
ゆ
る
直
状
副
権
訟
に
C
C
P
E（仲間）

の
山
火
刊
に
う
し
て
は
、
客
観
主
レ
一
王
副
読
が
対
す
す
る
が
、
本
－
そ
れ
は
、

お
ロ
肝
朽
の
事
務
処
理
市
山
muを
要
件
と
す
る
こ
の
斤
巴
が
存
弘
寸
れ
ば
、
沼
産
者
に
は
主
人
？
な
古
打

F
Tず
る
が
、
存
主
し
な
い
場
九
円

字
、
ふ
i
d
、

川
河
川
吉
J

ド
の
み
uy
生

1
ふ

ハ条－ぃ

後
)'." 

管
制
内
斗
有
げ
に
よ
っ
て
払
わ

ιる
べ
斗
河
川
江
斗
一
の
粍
い
交
は
、

ト

q
な
わ
ち
ふ
T
一
川
世
主
が
比
体
で
あ
る
が
、

緊
急
手
主
的
場
へ
い
に

百三本、／人心、げ一青山、

は
か
↑
滅
さ
れ
る

二
一
条
一
政
末
尾
）
r

他
’
力
、

玄
人
の
林
一
J

戸
v
以
じ
ん
一
川
パ
ヨ
務
処
理
は
、
人
ア
人
の
十
官
官
肉
店
に
叫
す
る
侵
宝
口
で
み
の
け
、

小
川
抗
刀
打
付
果
に
つ
い
と
も
マ
ス
ク
を
管
円
以
ム
さ
に
負
担
当
し
せ
、

U
は
い
刈
訴
f

竹
石
之
さ

3
2
2
2三

を
排
除
す
2

ぬ
c

も
っ
I
f

も
、
公
的

義
務
の
夜
行
の
場
八
円
に
は
例
外
こ
な
る

一
九
粂
）
。
近
日
一
店
な
意
図
に
よ
る
u
u務
処
辺
も
γ
ハ
ー
抗
力
頁
午
I

L

な
る

＝－

y
k
J
A
U
、

条

項」

小
日
幻
準
凡
人
山
判
的
誌
は
の
釦
γhu

山
供
与
そ
れ
口
仏
い
恨
拠
つ
け
る

伯
人
の
向
上
務
を
川
世
間
す
る
む
m
M
A
伊
小
川
ド
へ
の
要
件
と
し
て
山
r

型
的
ド
例
ー
と
じ
て
前
抗
、
M
H
U
坪
背
三
位
忍
を
自
益
的
事
務
処
仰
と
結
合
、

ν一一でい
J

一
結
果
小
作
一
哉
と
の
不
依
存
の
抗
謂
乙
政
策
批
坪
川
つ
一

同一心
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け
、
出
訟
の
右
手
と
そ
の
幼
果
、
準
打
ん
約
的
問
解
こ
悶
浅
す
る
川
悦
ん
d

的
権
利
義
務
の
対
応
化
を
比
五
、
引
例
の

MJdり七
q
r
芯
阿
、
声
J
一説

慌
に
お
け
る
子
常
一
品
の
い
休
町
、
町
民
念
喜
一
芯
、

パT
F

人
の
禁
止
違
反
、
公
的
利
首
会
一
伴
う
義
務
夜
ノ
わ
、
没
バ
ペ
土
足
一
到
ド
一
す
心
寸
マ
務
処
到
な
と

〉

1
；－
H

l

J

／
心
待
工
々
に
ど
土

"-イ、

詩
口
叫
町
者
は
、

μ
、卜J
開
始
し
た
ポ
務
を
、
そ
れ
と
必
然
見
流
速
に
あ
る
も
の
1
9

べ
て
1
y
i

あ
わ
せ
、
終
了
さ
せ
る
烹
務
を
色
町
、
っ
。
川
理
石

は
、
ド
務
本
人
い
事
妨
処
理
に
つ
い
て
の
問
主
宇
和
中
川
し
、

ポ
務
処
引
に
も
と
づ
き
取
持
し
た
も
の
す
べ
て
を
引
き
設
し
、
刊
に
、

い
の
名
で
収
得
し
た
債
権
中
」
議
何
日
せ
ね
ば
な
ら
な
い
っ

品目川町
4
h
か
事
務
本
人
の
余
波
ル
一
円
乙
の
か
「
一
め
に
利
用
し
た
場
合
は
、
利
用
時
ー
刀
ら
利
息
を
付

77G気
街
ふ
負
う

市

γ
務
本
人
い
け
1
1
し

九
一
よ
り
大
え
な
M
l
Z
の
urハ
信
義
務
T
妨
げ
な
い

こ
の
こ
と
は
、
科
却
益
が
金
銭
の
利
山
首
刊
投
入
討
を

2
っ
1
初
九
刊
に
半
店
先
、
札
7
Q
J

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

に
つ
し
と
は
、
太
人
が
当
一
一
前
喜
一
筏
会
白
ら
配
慮
で
き
る
よ
、
ぺ
に
な
る
ま
で
と
い
う
限
定
を
つ
け
る
立
法
例
が
あ
る

ν、

背
十
栄
は
こ
の
げ
均
一
ゃ
い
休
ら
な
い

こ
わ
が
充
足
さ
れ
た
か
訂
か
を
信
記
者
が
刊
断
で
詰
る
と
寸
る
こ
こ
は
ぷ
人
伝
達
引
銃
口
か
ら
空

上
エ
プ
ヘ
h
I
いムハて
L

りず、止める

の
ん
め
の
資
料
を

報
告
五
務
の
担
比
戸
は
、
ザ
山
口
4
h
古
河
山
設
の
情
叩
限
延
件
以
で
あ
り
、

U
U
来

説
法
し
、
手
川
晴
晴
す
る
こ
と
い
あ
ふ
。

M
川
じ
こ
と
が
、
送
バ
い
な
事
務
処
刑
刈
の
場
人
引
い
も
一
主
ν

す
る
ラ

五
ふ乙
小、こ

木
人
か
ら
安
託
治
あ
る
と
考
え
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
法
院
ぷ
務
が
あ
る
と
考
、
ズ
、
的
へ
の
事
初
め
処
理
を
川
川
い
む
し
た
レ
什
め
誤
っ
た はふ入

取人法羊JGZ (2 ~cJ 2-u c2c1乙 7l
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相
］
た
は
、
守
汚
し

vm一
芸
こ

L
、の
p

主
務
に
MU部
H

会
与
え
な
い
一

あ
る
＃

に
そ
れ
円
討
仙
人
の
事
務
の
込
山
r
一
を
、
委
託
も
〕
く
は
識
↓
汁
卜
の
設
務
な
く
し
一
／
え
が
す
場
公
円
、
彼
は
そ
の
喜
一
段

で戸、、
問

が
関
係
す
る
主
に
対
し

ふらt、

一
四
条
の
既
定
に
低
い
、
頁
め
を
色
？
っ
、
た
ャ
と
え
W
H
辺
主
が
利
て
、
ま
た
は
事
務
ぶ
人

以
外
内
者
の
ん
久
三
も
し
ノ
は
た
り
い
、

ま
た
は
本
人
注
」
つ
い

c泊
以
L
亡
、
ま
た
は
複
数
人
に
判
係
す
る
事
務
を
そ
の
う
ち
の
一
九

も
し
く
は

部
の
と
め
に
処
川
押
し
た
か
、
ま
た
は
他
人
の
事
務
を
違
法
な
疋
川
で
れ
i
い
の
も
の
と
し
て
処
理
し
た
2
し
て
点
口

木
肯
業
の
V
4
吻は、

事
務
が
や
れ
副
院
前
川
へ
の
事
街
に
あ
る
場
九
二
い
は
、

向
己
を
半
白
人
に

直
授
訴
権
に
関
し
て
、

事
務
v
n
理
r
H
一
忠
も
、

対
し
て
，
十
致
問
つ
け
る
ロ
H
h
も
必
田
ざ
じ
ー
い
な
く
、
位
入

の
誌
辺
の
み
と
十
分
P
あ
る
こ
の
よ
う
な
伝
長
は
、

円
！
？
決
ヤ

辺
町
の
kr↓
け
一
枯
れ
平
交
も
さ
え
と
お
り
、

本
人
の
保
設
と
、
て
つ
実
22か
ら
も
根
拠
づ
け
ら
れ
る
つ

官
、
一
一
ド
務
主
刊
と
不
車
、

こ
の
場
台
に
、

Y

ム
事
務
付
H
却
を
区
別
す
れ
ω

こ
よ
は
ま
は
が
み
あ
い

い
ず
れ
も
阜
下
務
省
坪
の
是
枝
合
で
あ
る
v

ν

た
が
っ
て
、

h
h栄
、
か
」
川
一
止
す
る

持
p

マ
の
山
崎
介
に
つ
ど
に
も
、
「
4

務
管
制
刊
誌
の
古
代
詩
は
成
止
す
る
。

ノ、
丸
λ、

あ
る
者
が
、

υ日
己
の
事
務
を
処
却
す
る
と
考
え
て
、
池
人
河
町
務
を
レ
池
辺

L
た
場
合
、
仙
沼
は
、
事
傍
人
T

人
L
対
〕
＼
事
務
込
山
坦
か

h
一
利
得
し
た
か
主
N
で
責
め
を
魚
、
勺
。

他
刀
で
、
他
人
の
事
法
を
処
却
す
る
と
の
認
訟
が
欠
け
る
渇
ん
じ
に
は
、
区
一
殺
示
r
M
V
L
よ
ム
ザ
玩
務
を
諒
一
一
ヲ
ニ
L
一
は
で
き
「
、

M
H
川
崎
告
は

木
八
に
対
し
て
利
拝
見
注
の
み
を
民
、
つ
G

じ
α 
ソトこ
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管制円
4

す
が
行
為
伝
詑
刀
ず
あ
る
か
、
／
れ
為
持
J

刀
を
制
課
ザ
ベ
「
れ
て
い
る
こ
こ
は
、
管
関
さ
の
義
務
に
彰
謹
門
や

1
7ハ
な
い
に

管
4
’4
h
の
誌
昨
日
は

法
律
／
土
九
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
カ
九

川
ド
忍
者
が
ノ
上
お
能
均
に
欠
け
た
り
油
取
さ
れ
、
い
た
h
じ
て
も

影
響
さ
れ
な
い
。
正
ロ
品
一
法
も
、
未
成
計
に
刈
一
好
責
行
ム
ゲ
一
恋
め
ふ
υ

本
人
化
弘
司
町
内
説
じ
け
叫
ん
決
定
的
で
あ
り
、
伊
一
の
点
を
待
一
杵
L
7
る。

ノ、
ふ乙
小、

他
人
の
事
務
を
、
委
託
も
し
ノ
ム
旧
総
務
の
義
務
F
T
、
し
て
、
二
の
缶
の
た
め
に
処
却
す
る
こ
と
を
同
ι陪
片
し
た
者
が
、
こ
の
湾
、
彼

が
な
叩
／
す
る
折
半
↓
情
の
も
と
マ
、
伎
に
日
ら
れ
ど
、
市
V

務
木
人
的
品
臣
、
行
為
し
刈
法
、
品
で
約
一
主
一
位
7
E
ず
る
と
、

t
J
務
本
人
が
山
幸
」
h
r
M乙

制
札
ば
、
ニ
の
事
務
処
坦
を
示
読
し
が
ぺ
し
あ
ろ
う
と
笠
会
む
き
る
よ
ろ
に
行
為
し
た
緑
台
、
た
と
え
ま
院
さ

ιた
結
果
が
戸
H
H
V引
の
尚

べ
な
く
u
y
L

遣
い
比
で
え
な
ぐ
と
も
、
事
務
本
人
は
、
ザ
一
口
郎
防
む
を
引
き
ず
礼
げ
た
義
務
か
ふ
併
放
r
j
、
費
財
を
判
け
f
つ
き
で
悩
法
九
通
JP

ベ
ハ
払
わ
れ
る
の
が
通
用
で
あ
る
行
ム
叫
に
つ
い
て
の
お
酬
を
i
J
え
る
一
丸
一
泌
を
負
う
。

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

一一

N
N
b
k

他
人
の
た
め
に
川
掃
し
だ
き
が
、
こ
の
際
、
こ
の
他
人
に
増
I
J
、
法
的
義
務
、
変
性

を
況
’
れ
す
主
主
習
て
行
為

ζ
～
場
合

iJ 

管
…
却
主
の
償
還
請
で
惜
は
牛
】
し
な
い
。

河
司
区
u
Lく
は
そ
の
尊
属
が
卑
以
に
社
L
t、
ま
た
は
そ
の
逆
に
扶
養
を
ワ
え
る
山
崎
合
、
疑
わ
し
い
坊
や
に
は
、
こ
れ
は
、
義
合
夜

行
の
意
団
で
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
n

北
三
世
法
は
、
反
対
許
権
的
成
！
リ
山
女
件
と

L
て
、
有
続
的
半
務
処
理
l
L
り
止
ん
で
、
償
還
前
点
以
旧
L

（

P
E
E
5
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や
も
要
求
1

て
い
た

十
品
草
案
は
、

h
持
管
理
意
志
4
一

償
還
清
求
↓
九
古
一
や
じ
は
だ
訴
擦
の
出
店
件
ζ

は
呈
な
い
c

ぞ
れ
は
、

,,ii 

ワ】
パリ

μ5
 
2
 

2
 

Ah 

に
不
人
が
刊
紙
川
弘
に
さ
れ
る
か
工
ノ
で
あ
ぺ
積
般
的
な
不
利
益
μ
抑
止
の
み
な
ら
す
、
円
相
的
な
利
リ

rtr抑
止
も
さ
よ
れ
Z

二
の
1
4
H
h
u
u

確
定
す
る
た
め
の

の
み
を
百
す
る
、
管
山
一
売
の

け
に
ー
一
け
h
f
p
p
↓
り
的
后
門
、
、

も
〕
く
は
そ
れ
v

ど
擬

古
人
の

で戸、、
問

明
内
な
p
八ーへのム「
I

ゆ
む
と
の
結
合
が
、
山
間
同
去
の
桜
拠
を
リ
え
る
の
で
は
な
く
、
古
世
1

性
円
安
件
に
法
秩
予
が
償
還
義
務

J
＋
f
アハ
W

マ
マ
j
パ日
η
〆
〆
く
ま

1

干

1
一
J
F
r
f
t
l

扶
廷
は
没
し
ιー
か
ら
な
さ
れ
た

tu沼
疋
さ
れ

斤
一
司
者
側
で
の
扶
廷
を
対
主
〆
し
て
お
1

リ

ニ
灯
場
ム
h

に
は

そ
の
場
合
に
は
償
巡
は
T
U
川
｛
疋
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
場
む
に
は
、
杖
た
は
口
U
Jい
の
事
務
、
あ
ハ
リ
、
他
へ
の
ポ
務
と
い
、
っ
基

木
1

わ
な
恋
也
け
が
欠
け
て
い
る
の
予
い
の
あ
る
場
九
！
の
間
一
釈
既
定
を
泣
く
こ
と
は
円
刑
で
あ
乙
G

白
ソ
斤
引
の
い
些
併
は
、
究
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
本
人
心
准
た
抗
意
思
で
あ
る
そ
つ
で
な
い
と
す
れ
ば
、
交
続
的
白
話
川
の
も
と

同
市
害
防
止
の
場
九
日
1
4
J

日
け
桜
じ

革
者
の
押
し
つ
け
が
ま
し
い
古
川
益
性
川
崎
併
に
対
し
て
、
半
人
の
坦
併
が
本
託
さ
れ
ね
ば
な
人

ご
い
か
ら
♂
あ
れ
へ
同
ピ
こ
？
と
は
、
事
務
的
引
さ
の
み
な
、
三
丁
、
実
行
に
つ
い
戸
、
も
売
立
ず
る

管
制
内
斗
有
げ
に
は
寂
州
諸
ボ
ね
も

に
一
心
削
れ
J

の
下
に
認
め
ら
れ
る
そ
う
で
な
い
と
す
才
ば
、
白
川
店
主
と
し
て
J

た
は
仙
台
に
は
、
そ
よ

で
な
い
場
介
ど
異
な
ム
旬
、
気
前
一
h

ち
が
期
待
さ
れ
る
こ
し
r

こ
な
り
、
手
捺
λ

口
理
主
忠

J
U
、
ゲ
店
主
寸
ぺ
、

こ
の
依
長
先
筏
は

じ
よ
っ
て
京
司
さ
れ
た
伊
巣
が
立
と
な
く
と
も

叩
J
A

川め～

ι

川叫V
4
J
4
h
に
そ
の
ロ
で
過
す
、
が
な
い
浪
リ

れ
る
「
放
川
町
川
打
為
T

川
成
山
刊
の
危
険
そ
刊
ら
白
川
出
す
る
干
）
ピ
は
認
め
が
た
い

望
ま
し
い
款
問
を
必
川
女
y
t
一；
Q

本
人
の
た
の
に
、
そ
の
救

引
を
得
さ
せ
る
た
め
い
、
弁
初
よ
り
、
成
功
に
依
存
せ
ず
、
右
対
な
請
求
権
が
サ
ス
ら
れ
る
べ
き
む
あ
る
。

Jc 
ふ乙
小、こ

市

r務
処
刑
叫
が
、
公
的
利
益
に
よ
っ
て
ん
川
刊
ら
れ
ど
事
務
木
人
の
法
針
義
街
の
隠
れ
、
ま
た
は
事
初
本
人
に
扶
ぃ
辻
義
務
あ
る
者
に
川
す



る
扶
認
に
存
し
た
域
〈
九
円
、

一
一
八
九
九
で
小
さ
れ
ど
、
管
問
rイ
一
に
対
す
る
本
人
の
義
務
は
、
管
問
者
か
本
人
の
禁
に
反
し
行
為
L
T
場

九
口
で
も
、
存
在
す
7
Q
－

管
判
ぺ
者
が
本
へ
の
禁
H
い
反
し
た
場
ひ
に
は
、
管
週
半
れ
は
本
人
に
H
d
L
て
ア
か
が
J

抗
力
責
任
を
円
以
う
h

条二門店（）
h
m
J

、
子
こ
で

一！”
M
A
A
の
場
～
ー
が
除
科
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
十
小
人
が
伯
理
者
い
対
C
J
…
川
町
還
元
務
を
臼
円
、
つ
u刑
凶
に
つ
い
て
、
本
人
の

禁
ιー
に
玄
ず
F
G
J吻
八
戸
は
、

決
包
河
川
は
否
定
さ
れ
ゐ
が
、

本
条
に
規
定
す
ふ
ぬ
ム
じ
に
は
、

例
外
的
に
伎
遺
品
川
’
認
め
ら
れ
品
。

ぱ
品
川
引
と
じ
て
、

凶
ヘ
J

長

品目川町
4
h
か
そ
れ
い
休
他
人
的
手
お
の
処
理
を
、
本
人
れ
に
一
ノ
、
二
一

本
人
と

u
y
L

一
人
冬
ハ
ー
の
山
晶
体
Y
に
よ
け
ヤ
日
め
え
色
干
つ

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

拝
観
的
供
人
の
昌
一
段
に
つ
い
て
は
、
ん
同
盟
ツ
ム
ー
が
本
人
に
つ
い
て
錯
誤
す
る
埼
ム
門
が
あ
り
う
る
に
し
か

L
、
そ
れ
に
」
つ
七
、
援
助
J

付

九
｝
〆
い
、
勺
性
慣
が
定
化
す
る
わ
け
で
は
L
J
し
｝

古
h
t
mパ
務
処
討
が
平
一
の
が
人
、
こ
の
向
日
慌
で
成

υ
す
る
か
大
一
川
か
は
別
問
迫
で
あ
る
）

ill 

≪-
A、

市
川
務
本
人
が
ノ
十
為
畳
…
能
力
も
し
く
は

1
為
能
力
を
抗
限
免
れ
亡
い
る
こ
と
は

事
務
十
ト
ヘ
の
友
務
仁
川
ド
如
何
斗
一
を

7
fな
い
巳

吐
刊
紙
な
平
清
は
考
慮
さ
れ
る
べ
員
レ
し
て
も
、
当
初
か

九
よ
い
J

取人法羊JGZ (2 c,1) z,17 12c1乙 7l
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化ー
ボ

委
託
も
〆
く
は
税
務
と
の
夜
務
ヘ
ム
ノ
＼
〈
、
他
人
の
J
務
の

こ
の
者
の
た
め
仁
ワ
き
乏
け
L

烹
が
、

～J

、、

宇
」

Jf…
問
山

一
八
え
へ
の

で戸、、
問

基
準
に
従
い
打
為

L
士
か
っ
た
埼
込
げ
は

事同位’俗
ir、
が
中
」
設
事
務
処
却
を
追
沼
す
る
か
バ
か
の
丘
患
に
ハ
川
、
っ

F
冷
一
処
却
が
事
ldH
本
人
い
ょ
っ
一
J

、
追
認
さ
れ
た
助
什

事
務
本
人
は
こ
れ
に
」
い
と
F
洲
者
に
け
刈
し
て

一
八
条
の
場
色
と
川
門
校
に
義

務
を
九
円
γ

う巳

追
認
が
な
さ
れ
な
い
川

2
hに
は
、
色
料
告
は

事
務
処
押
に
も
l
L

つ
J

も
の
が
事
務
木
町
へ
の
目
別
段
小
に
右
す
る
か
さ
り
じ

内J
貝
川
市
川
保

還
し
乙
、
引
員
一
マ
ス
け
た
義
治
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
請
求
住
幸
一
一

J
q
ゐ
c

h
」
理
苔
が
事
務
木
へ
の
ん
め
に

h
体
設
慌
に
費
用
を
山
山
口
十
日
じ
た

場
金
に
は
、
ハ
J

」
辺
直
は
収
2
怯
を
布
j
る
、
事
務
上
半
1
へ
も
そ
う
す
る
利
ぷ
が
あ
る
場
ム
コ
仁
は
、
原
式
日
慢
や
安
心
品
で
き
、
そ
れ
に
よ
り

同
明
書
が
生
じ
れ
場
へ
円
に
い
、
そ
の
！
伊
出
口
も
直
求
で
き
る

A
r
v
叫
拐
の
々
、
ハ
川
犯
が
以
対
訴
は
を
～
引
い
拠
づ
け
る
｝

こ
の
ぬ
台
に
、
事
務
的
隆
起
ば
院
一
株
が
な
く
、
宇
観
的
他
人
の
ふ
ソ
訟
の
ぬ
合
に
は
、

十
品
人
の
泣
訟
を
反
対
訴
作
の
戎
I
V
一
要
件
に
J

叫
ん
る
J
V

泌
が
あ
る
が
、
主
人
の
保
誌
は
、
処
刑
仰
の
右
括
性
そ
れ
日
体
に
あ
る
c

追
訟
は
、

大
人
の
ん
的
古
川
E
Kぷ
で
あ
り
、
有
将
位
の
欠
川
献
が
ぶ
人
の
意
志
に
L

A

つ
仁
川
代
普
さ
れ
、
反
対
Jd怪
を
一
根
拠
づ
け
る
一

認
も
な
い
場
げ
に
は
、

本
人
に
対
す
る
利
型
請
求
の
み
が
認
め
ら
れ
る
サ
干
体
的
設
仙
へ
の
羽
山
内
は
、

本
人
乃
利
益
〆
一
対
応

ν
な
い
場

合
い
は
、
川
得
請
求
J

守
カ
ら
山
M
i
H
～
一
に
安
能
し

山川トナ、訪れ本

（
原
状
回
復
〆
と
損
害
原
信
で
実
刻
さ
れ
ゐ

本
人
の
保
守
ん
は

三
一
コ
」

；
L
！

i
 

ELI 

ふ乙
小、こ

品
川
口
山
内
背
が
そ
れ
一
川
休
他
人
の
で
務
一
一

1

h
り
な
が
ら
J

円
J

じ
の
七
務
と

L
C処
理
［
、
ま
た
は
山
門
己
の
半
崎
「
め
る

r
Z
J
X
て
処
理
し

情'<JjL主l c2 i2 S2J 2ci8〆.2ill2.7 .I 
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に
は
、
そ
の
事
務
に
関
係
す
る
さ
は

Eヨ

条
に
お
い
て
事
務
本
人

μ
与
え
ら
れ
て
い
る
権
利
と
義
務
を
右
↑
l
b
c

同
じ
二

と
が
、
ポ
務
什
門
体
は
ぬ
敬
一
人
に
同
日
げ
比
す
る
が
、
活
辺
苦
デ
そ
の
う
ち
の
一
人
も
し
え
は
一
部
の
p

め
に
の
み
処
認

L
た
場
へ
は
に
、

万
一
外
の
者
に
つ
い
て
妥
当
ー
一
ヲ
る
つ

市
川
叫
が
口
管
却
さ
思
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
追
認
か
利
得
民
日
刊
ー
に
な
る
巳
行
h
理
者
が
悪
告
の
場
ん
ど
、
点
、

ー
や
人
い
利
一
何
責
任
は
止
ず
る
川

そ
の
」
う
な
場
行
仁
、
合
理
者
の
立

ιι
が
ふ
人
が
利
得
世
保
持
す
る
税
制
…
を
ワ
え
る
わ
け
で
は
な
い
に

凶

τー長

あ
る
者
か
、

也
九
が
彼
の
た
め
ト
綬
権
宇
く
、
し
て
t
Z
店
内
者
介
し
て
片
信
者
と
締
結
し
、

迫一誌
3
れ
て
い
な
、
、
以
淳
行
為
の
杭
R
4
K
L

て
、
山
一
お
の
財
主
治
、
て
こ
れ
に
つ
い
て
M
日
産
者
に
対
て
も
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
の
な
い
、
財
斥
利
益
今
、
取
得
？
〕
た
場
介
に
は
、

彼
は
お
誌
に
μ

ツ
d

一L
M
刊
日
一
川
の
限
度
で
す
、
め
J
u
r

品目、つペ

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

忠
一
肯
案
は
、
料
理
者
M
V

「
T
A

人
の
ち
で
が
け
三
雪
と
間
人
約
を
炉
内
h
u
H
明

P

阻叫ん川
J

守
一
前
提
と
ず
る
北
山
汁
で
あ
ふ
っ
口
い
白
げ
止
法
、
実
務
ヤ

υ

刊
行
ペ
の
よ
う
に
、

υ日
己
の
わ
で
／
土
九
す
る
場
人
川
を
含
め
た
り
、
平
に
柿
介
主
を
介
し
た
利
行
お
流
人
取
を
対
象
と
〕
L
7
庁
、
血
丸
山
一
利

盗
移
設
の
場
八
い
を
も
含
め
な
い
の
は
、

ん
当
司
得
と
の
現
界
づ
け
を
意
識
す
る
た
め
F
あ
る
。
貸
辺
告
が
い
己
の
お
ご
行
為
寸
る
耕
一
九
戸

に
は
、
t
t
i

「
h

り
は
官
後
の
本
人
を
認
ぷ
で
き
す
、
管
理
背
に
対
す
る
請
求
と
並
ん
と
認
の
ム
ザ
必
い
に
に
か
へ
け
る
が
ら
で
あ
る
巳
本
人
t
」仏

川
打
者
の
聞
に
お
い
て
、
約
半
、
と
か
そ
の
似
の
同
町
内
が
右
在
す
ゐ
ぬ
J

む
に
は
、
成
！
4
1
d
な
い
む
こ
の
卒
人
に
と
っ

E
の
れ
／
什
保
持
一
尽
川
は
、

利
益
取
丹
時
か
そ
の
後
か
4h
向
山
間
口
と
な
ら
な
い
、
基
準
什
は
、
p

の
規
正
に
基
づ
く
4

引
い
れ
が
提
起
さ
れ
た
時
向
。
で
の
存
百
で
あ
る
し ウス

r乙
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ムh
休
f

J
、
み
る
い

L

ャ
？
ベ
ル
ぶ
分
草
案
は
準
間
人
約
同
一
相
】
へ
の
反
花
九
九
J

顕
著
で
あ
け

法
律
効
原
本
は

y
j
主
計
＃
引
出
向
日
ー
か
ん

で戸、、
問

て
は
な
く

定
の
半
廷
に
作
い
が
法
律
効
U

士
γ
結
び
つ
け
る
と
い
う
説
明
を
抹
フ
州
（

四

全
に
顕
著
）
n

ム戸主一討一品格

条

反
対
訴
山
曜
に
共
通
の
根
拠
、
要
介
J
J
L
γ

ね
び
コ
け
る
考
え
を
ハ
J

訂
す
る
：
と
は
こ
れ
と
調
達
す
る
ラ
し
た
が
〉
て
、

河
訴
怪
の
山
久
Jfは
別

A
J
に
刊
別
偉
え
れ
る

u
E長
一
か
ほ
で
は
、
白
珪
誌
の
他
人
の
事
務
処
刑
刊
の
認
訟
L
令

官
A

ムT
l
k
し
て
汗
ア
ハ
へ
し
か
1
－
、
そ
れ
は
ポ
務
信
川
崎
山

政
要
件
か
勺
の
制
約
と

L
一と、

yu理
者
山
一
J
M
設
が
欠
け
る
湯
舟
に
は
出
桜
訴
権
は
台
！
注
さ
れ
、

利
耕
責
任
ー
と
な
る

ハ
ヰ
士
、
ま

た
、
日
以
対
訴
権
J

じ
は
、
本
人
の
肝
恒
川
正
恥
意
思
を
仮
定
的
取
認
レ
に
い
っ
定
式
の
下
で
、
叶
ゴ
交
の
み
な
ム
デ
、
弘
行
じ
つ
い
て
も
、
芝
府
こ
一
一
〆

ユν
（
一

と
い
う
形
一
じ
徹
氏
さ
れ
て
レ
ス
ハ

L
た
が
っ
＼
挙
制
〈
約
円
山
相
い
へ
の
以
発
は
、
uyぺ
理
有
ヤ
本
’
へ
の
主
観
的
山
ま
す
4
考

慮
し
な
L
j
J
向
に
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
そ
れ
ら
は
、

住
人
の
事
t

相
の
M
W一
肝
の
誌
誌
と
い
ろ
事
r
粉
砕
川
正
制
度
の

殺
生
什
か

与
、
も

υ
く
は
本
へ
の
立
r
u
f山
間
保
忍
な
い
と
の
別
の
国
間
拠
か
ら
石
市
さ
れ
一
、
い
る
ハ
ム
体
t
乙
Y

J

て
、
統
的
制
度
の
山
＼
支
は
、

な
制
定
治
山
立
し
仁
、
＼
λ
、

な
わ
お
従
来
の
v
尚
南
歩
引
斗
さ
4
ブ
ハ
て
い
る
高
川
間
H
J
U

す々い什

そ
の
て
γ
え
ら
に
、

出
分
古
案
の
第
次
妥
口
会
心
お
け
る
検
討
迦
程

自
制
一
い
謡
誌
－
h
針
に
つ
い
て
伏
設
が
な
さ
れ
、

拘ハ刑ヰ一寸」ふフル

7
め
る
主
が
事
務
手
也
人
の
た
め
に
、
そ
の
壱
の
利
ιい
を
杭
山
口
守
す
る
E

ヨ
ご
、
か
っ
、

川
同
八
汀
？
と
他
人
を
そ
れ
に
よ
「
℃
義
務
づ
け
る
告
忠
一
己
、
川
浩
辺
す
む
場
合
｝

を
設
定
し
て
そ
れ
に
ノ
仇
っ
た
審
認
を
な
し
、

そ
の
後
に
ツ
ご
れ
以
外
の
け
ん
ヤ
台
ケ
セ
中
山
内

A
；カら
L
ま
で
の
十

や，

の
う
L

ら
と
羽
目
T
は
な
い
こ
を
検
討
づ
ず
る
こ
と
じ
な
っ

ー々ソド

情'<JjL主l c2 i.2日 J2cυ 〆.2ill2.7 .I 
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第

ー
八
つ
の
決
ぷ
が
な
さ
れ
と
、

刊
で
ヨ
コ

s
C
土、

3
J
f

し
一
［

ー
、
お
し
汁
舌
案
の

「
他
人
の
つ
務
一

y
い
へ
表
堤
は
、
存
観
的
つ
な
J
M

リ
ザ
ケ
一
小
山
町
し
、
川
口
副
次
ぷ
に
よ
人
wn
一
型
例
を
超
え
て
い
る
人
J

め、

さ

γめ
丈
り
「
血
人
の
た
め
の
事
務
己
表
日
付
す
る

2
、
処
却
の
羽
前
－

2
5
3
L
5
2こ
や
よ
り
伯
川
川
崎
ご
、
ぷ
切
な
u

少
な
い
「
事
務
の
処
珂

一
と
表
明
を
変
え
る

と

勺
〈〉

に
よ
る
権
限
な
く

L
て
一
や

品
川
荷
な
く
し
て
一
と
没
史
領
事
が
管
轄
M
m域
内
の

U
判
同
の
法
ち
古
川
流
八
の
た
め
に

4

有
、
川
門
知
、
活
算
す
る
場
ふ
は
、
事
務
告
理
一
じ
は
な
く
安
許
規
正
に
上
と
べ
き
で
、
そ
う
い
う
解
釈
を
り
能
乙
ず
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
変
更
ヰ
必
J
q
ベ
」
て

4
、

F
務
包
型
高
の
語
ぞ
か
二
世
川
、
さ
ぜ
条
文
に
入
れ
之
P

下
は
、
不
必
ご
あ
る
そ
う
す
る
こ
と
で
、
い
典
合
体
に
こ
の
制
限
的
な

意
味
が
付
ナ
ご
つ
れ
る
疑
い
が
あ
る
。
ヰ
前
の
中
ご
限
三
的
な
怠
味
が
杭
い
お
っ
こ
と
は
、

関
連

mT
つ
疑
い
は
な
い

。
、
結
実

管
理
yJ
が
同
地
ぷ
に
つ
い
て
頁
め
を
れ
γ
、
で
は
な
く
、
川
欠
に
よ
り
f
T
ぷ
」
村
宵
賠
償
の
汽
め
を
品
目
、
っ
、

一いに
M
v
、

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

る
こ
と
J

立
京
で
は
、
管
制
川
〆
ー
が
そ
も
そ
も
介
入
門
外
に
つ
い
て
も
民
仔
を
負
っ
こ
／
に
つ
い
三
町
砕
で
は
な
い
と
い
へ
阿
川
で

' Oう
る

6
、
管
一
円
若
い
が
急
迫
の
危
険
防
止
の
わ
め
に
わ
効
L
た
均
台
に
は
手
迅
失
に
つ
い
と
の
み
責
め
を
’
門
下
つ
こ
と
を
同
定
す
べ
き
こ
と
J

川心

泊
の
厄
険
の
ま
ρ

に
よ
り

の
危
険
は
判
地
さ
れ
る
。

法
！
日
制
で
は

四
つ
の
決
一
説
が
な
さ
れ
た
n

ー
、
肯
宗
り
一
禁
止
に
凶

L
C
一
合
一
色
注
者
に
知
ら
れ
て
い
た
吉
国
た
は
し
て
針
変
史
ず
る
こ
と
f

叫
示
の
祭
H
に
m
限
定
せ
ず
、

営
刷
m
h
r刊
の
町
地
基
準
で
あ
る
こ
レ
を
強
罰
ヲ
る
た
め

取人法羊JGZ (2 c,c) zc, c2c1乙 7l
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ク
二
一
九
条
＼
の
お
小
川
出
削
除
？
な
い
こ
こ

に
償
還
義
務
が
ぶ
人
の
反
い
TJ
の
吉
宮
じ

f
h
h

し
ム
て
〕

T
J
記
事
々
ワ
ヰ
i
j

一j
〉

fF
言
。

r
J
E
J
f
t
J
f
T
6

影
響
九
し
れ
な
い
の
と
珂
徐
い
、
川
H
川
抑
若
」
の
義
務
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
か
ら
ペ

で戸、、
問

3
、
違
法
な
ム
弘
司
で
の
日
己
事
務
管
却
は
、
］
寸
山
間
決
一
引
市
川
越
己
じ
に

E
hリ
、
さ
し
あ
た
り
除
外
す
る
こ
え

ヘ
例
外
叫
ん
止
の
体
裁
で
は
必
ノ
＼
事
務
処
理
か
ら
生
じ
た
て
べ
て
の
い
叫
古
に
つ
い
て
責
め
を
負
う
、

の
形
式
と
す
る
、
十
人
か
ん
引

生
門
が
パ
ー
じ
た
こ
と
は
本
人
に
剖
崎
武
打
が
あ
り
、

こ
の
祉
吟
が
な
さ
れ
た
役
に

菅
川
町
内
か
り
一
次
副
会
な
す
こ
と
が
非
主
れ
る
れ
J

こ
の

TUを
明
文
で
規
J
疋

rる
必
安
は
な
い
f

二
六
人
凶
審
議
）
、
禁
Jμ
に
↓
止
す
一
品
ヰ
務
処
理
内
場
合
の
一
知
僕
↓
F
任
問
」
疋

J

－
二

c
i
－

－

 

在
、
不
法
行
為
責
任
規
J

ん
か
円
且
長
山
一
に
く
る
か
－
り
小
要
と
し
て
、
削
除

法

草
取
に
つ
い
て
は
、
中
途
で
の
事
務
処
理
中
止
、
配
管
坪
者

L
封
書
店
情
義
務
多
生
乙
さ
せ
る
一
戸
は
じ
別
＼
明
文
刻
疋
は
不
安

し
」
〕

7
、

の
域
乏
か
削
除

兵
｛
ぶ
り
へ
の
河
立
は

)( 

J、
の

の
探
1

不
に
J
O
z川
げ
ら
れ
、
事
作
山
処
間
町
の
段
階
で
も
妥
当
」

1
0

｝
の
戸
に
つ
い

条
を
い
制
充
J

す
る
こ
と
が
決
日
コ
附
さ
れ
た
c

州
市
奇
と
い
か
U

波
誌
昨
日
仁
〉
一
い
て
は

に
JM…い、

委
げ
llm胤

tJ付
準
山
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

ほ
軍
司
マ
は

な
い
と
し
て
削
徐
さ
れ
ど

留
保
台
れ
て
い
た
諸
事
例
の
政
記

i¥ 

主
政
批
他
人
の
半
治

情'O<iL主l c2 i.2 SGJ 2s2 〆.2ill2.7 .I 
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に
一
分
十
択
ぶ
さ
れ
れ
ば

管制円
4

す
が
斗
八
日
の
が
れ
で
窮
一
二
世
こ
よ
い
律
行
為
会
総
了
知
し
た
場
台
で
も
、
本
F
へ
の
た
め
仁
行
為
字
、
い
る
と
い
う
き
ぷ
f

な
意
古
川
υ
外
訟

つ
務
の
を
知
に
一
一
戸
わ
る
必
要
は
訟
い
と

3
れ九
J

つ

九
務
つ
け
ム
「
I
品
川
U

（

5
5
5
0
2
3
E）

ll 
た
に
す
る
淀
告
が
山

5
れ

こ
の
官
民
が
欠
け
る
均
台
の
山
丸
山
が
草
案
司
］
到
来
で
あ
ふ
が
、
や
や
侶
羽
ギ
例
の
州
や
の
表
現
な
の
で
、
よ
り

F

一n

f
J
 

般
的
凶
象
的
境

笠
同
町
hr引の

μ
ら
を
義
務
づ
げ
る

ιι出口

こ
の
占
に
つ
い
て
は
現
｛
疋
を
吉
か
な
い
二
と
に
決
議
η

ょ
の
青
山
也
が
欠
り
る
湯
舟
い
は
、

そ
も
そ
も
半
品
管
理
が
占
リ
犯
な
い
場
企

ll 

本
人
件
の
錯
誤

か
、
全
く
ぷ
宮
内
が
な
い
か
の
い
す
れ
か
で
あ
ス
と
メ
れ
た
…

山
ド
按
A

」
川
小
碓

五
条
）

ト
っ
、
真
心
不
人
と
の
院
で
は
利
ド
コ
持
が
此
げ
す
る

場
行

γ一、
「4, 

反
汁
一
昨
枠

四（ハ）条）

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

か
J
う
な
錯
誤
は
予
要
で
な
い
し
一
さ
れ
と
へ

す
な
わ

j
l
J
J
v
yと
土
J

1

作
守
口
T
J
M
ヌ
相
引
か

dri－
ふ
イ
？

7
1

）~ 
≪-
A、

’
で
抗
心
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
決
議
（

扶
援
在
務
に
つ
い
て
、
法
t
L
の
払
竹
内
に
以
疋
ヲ
フ
ザ
日
従
来
が
承
認
さ
れ
ん
H

さ
ら
に
、
ポ
務
処
却
が
な
け
れ
は
適
切
な
寝

f
が
な
さ
れ

二
八
条
に
お
け
る
、
＋
間
的
一
一
刻
は
直
川
き
れ
す
、

W
布

な
か
っ
た
と
い
、
つ
似
’
て
も
本
認
さ
れ
れ
f
G

こ
こ
に
の
義
務
回
収
行
の
場
合
目
は
、

て
の
現
叫
ん
に
は
、

一
般
的
福
祉
、
人
道
的
考
慮
が
例
外
此
処
理
を
安
治
寸
る
η

こ
の
割
引
由
は
、

践
的
活
引
ハ
が
ま
J

川
↓
す
る
す
な
わ
九
、

取人法羊JGZ (2 c,7) zc,:1 :2c1乙 7l



大
人
の
道
山
吋
内
店
店
ノ
打
が
期
待
し
村
山
な
い
と
し
、
ノ
形
で
の

訟
で
あ
る

履
行
の
認
知
町
や
主
棋
に
も
拡
伝
さ
れ
る
べ
き
と
、
本
人
の
反
対
の
岩
出
は
考
属
さ
れ
な
い
神

iu、
第
一
£
の
介
入
の
動
機
の
亡
、
で
、

,,ii で戸、、
問

ill 

≪-
A、

由
来
の
？
U

場
を
本
認
。
本
人
の
恐
耕
一
は
J
q
人
の

TUmtAL考
岸
し
す
る
も
の
で
は
な
く
、

入
札
取
に
お
げ
る
仮
定
的
不
訟
は
、
法
ど
代
理
人
を
来
準
に
与
え
る
、

ヒ
公＇
ノト

品
目
川
町

4
h
の
利
得
責
れ
と
、
村
充
的
不
伝
行
為
買
わ
い
を
日
明
之
ず
る
提
案
を
採
用

ti、

よ

’t 
グ〉

争
ヲミ

杭
(}' 
〆）〉

I" 

レJ

h 
;:, 

(,,, ）＜、iJ，主l c2 i,2 SB) 2日〆.2ill2,7 

J
U
H
2
j
ノ
一
刀
、
1

一
I

f
z
z
1
4
y
dお
／
！
？
ド
：

管
珂
汚
に
読
ん
務
は
丘
〕
え
な
い
L

制
阪
行
為
能
力
の
川
崎
ム
ロ
仁
は

市政
M
管
坪
は
民
待
行
為
一
じ
は
な
い
…

A
H
理
誌
の
ォ
識
的
行
為
を
か
む
よ
こ
う
の
ド
一
p
J
f
r
防
接
こ
の
場
A
n
に
小
J
4

行
為
能
々
が
あ
る
と

ペ
♂
れ
る
こ
と
に
も
鑑
み
、
義
務
成
ず
の
妨
げ
こ
f
d
ら
な
い
r

行
為
諸
々
を
考
厳
し
つ
つ
、

人
以
、

小
法
行
為
責
任
追
及
も
妨
げ
右
い
と
す
る
提
定
で
十
分
保
議
さ
れ
る

' f、
≪-
A、

以
の
請
け
υ誌
が
な
匂
さ
れ
た
。

ー
、
笠
同
町
ν引
の
権
利
い
は

介
人
向
体
が
本
人
の

E
m
u
と
殺
し
た
こ
と
日
依
処
し

る
閉
山
り
ん
じ
山
本
へ
の
窓
肝
心
い

交

L
た
二
と
一
じ
以
な
い

疋
の
｝
同
律
切
手
ー
を
結
び
つ
げ
て
い
る

の
法
作
J

行
為
の
凶
山
則
が
適
用
可
か

ふ入

守
山
打
者
ド
し
か
る
べ
き
注
意
を
弘
行
て
認
識

L
う



2
、
管
制
h

私
的
権
利
は
、
ま
た
、

iu務
処
理

－

B
ロ
が
し
一
以
の
説
け
に
丸
山
し
た
か
ど
み
か
に
も
依
存
す
る
ο

3
、
し
コ
唱
の
原
則
は
、
け
口
辺
吉
、
？
？
九
人
の
急
追
す
る
危
険
や
防
止
す
る
r
め
に

C
為
す
る
場
合
で
も
、
洲
町
ヰ
一
排
除
さ
れ
な
い
c

4
、
管
同
州
主
の
権
利
が
札
ベ
ド
介
す
る
安
打
は

「
本
人
が
H
H

一の

uu法
ゃ

iW一う
た
な
ら
は

管
理
主

た
で
み
め
ム
リ
、
ぺ
相
明
九
円

i
r
L
k
r
l
J
 

L

可
一

vfq可
之

日
、
疑
わ
し
い
場
人
ー
に
は
、
木
ヘ
は
、
良
家
父
が
E
、のいい
μ
－
自
に
が
一
い
妥
弁
と
考
え
る
で
あ
ろ
、
つ
こ
と
を
爪
芯
し
た
で
あ
ろ
、
っ
と
推
定
さ

れ
る
、

と
い
、
っ
解
沢
川
崎
烈
を
ぷ
け
れ
で
し
1
L
L

木
人
の
立
の
意
思
が
蓋
沼
ぺ
ど
め
る
こ
と
は

U
F
の
漬
り
で
あ
ゐ
c

本
人
が
は
ら

vu担
し
な
か
っ
た
科
理
者
の
行
為
の
結
果
を
本
人

が
良
川
一
す
る
こ
と
は
松
原
則
と
川
州
知
し
な
し
望
ま
し
い
介
人
を
抑
止
さ
せ
、

一
般
y
ー
が
索
引
川
さ
れ
な
い
ぜ
と
い
う
へ
川
知
は
似
同
慨
が
な

' 

介
入
は
重
人
事
で
あ
り
、

と
長
打
の
U
U
山
刊
に
出
限
拠

あ
ら
仰
る
偶
然
を

AF村川寸
F穴
き
で
あ
る
つ
介
入

住

ぷ
1

J

J

い
ポ
務
の
引
戸
え
か
十
い
事
務
内
実
行
か
の
U
U
別
も
何
枚
で
あ
る
本
人
の
コ
山
F
h
は、

介
人
背
は
刷
、
ハ
し
、

（引受）

J

ア
欠
け
ふ
つ
ま
た
、

そ
れ
巨
体
を
庄
一
政
防
止
心

す
る
こ
と
は
で
え
な
い
か
ら
、
市
突
の
よ
う
な
逗
式
と
芳
出
血

F
る
、
〕
か
な
い
ー
こ
の
際
、
十
ヘ
；
ヘ
が
及
一
λ
仙
？
を
巳
U
と
f
／
ま
る
よ
、
っ
と
す
べ

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

性
こ
H
凡
な
る
ト
九
人
間
主
的
手
情
は
I
A
ア
人
が
L

償
法
と
免
主
で
あ
り
、

こ
J
9
べをふー、ふり
9
匂
c

、

る

し

か

し

管
制
＃
の
権
利
河
川
廿
に
つ
い
て
は
、

長
絞
に
、

明
同
町
化
の
た
め
に
、
局
河
し
た
L
W
果
が
生
と
な
（
一
／
、
も
、
ヌ
山

め
ら
れ
る

M
を
恕
必
す
る
こ
と
が
沢
諭
メ
れ
た
〉

"-イ、

追
認
が
な
さ
れ
た
渇
台
の
効
巣
に
つ
い
て
は
、
管
理
背
は
二
＝
ヘ
条
日
よ
る
作
利
を
取
付
し
、
白
川
パ
、
本
人
は
持
ハ
矧
4
刊
に
け
叫
す
F
O
組

害
賠
償
請
求
権
を
央
、
っ
と
規
J

ん
ず
る
伏
認
が
な
さ
れ
た
r

出
誌
は
多
憾
な
忍
咋
や
」
日
付
ち
料
、
そ
れ
を
判
断
一
。
る
こ
と
は
手
作
大
問
山
て
あ

取人法羊JG2 (2 C,りJzc,s c2c1乙 7l
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り
、
明
う
ん
か
仏
に
な
じ
ま
な
い
r

相川叫
d

止
P
J
f？
い
こ
、

そ
も
そ
も
法
的
に
有
効
な
迫
訟
を
な
ザ
ロ
る
古
の
従
い
が
ん
＋
「
乙
一
什
で
規
一
位

た
7こ

や
そ
の
摂
り
で
世
く

で戸、、
問

内一μ
認
が
な
い
均
九
円
に
は
、

2
E－一己主
c
r
H弓
さ
の
州
立
定
一
ド
従
い
、
本
人
は
利
得
め
い
引
波
義
務
を
A
司
、
っ
と
伏
一
日
附
さ
れ
た
サ
品
案
は
、

L、

店
肌
状
何
／
信
（
や
引
害
配
信
＋
北
九
州
刊
を
科
J

止
す
る
が

規
定
は
必
要
で
は
な
い
η

円
月
の
て
L

で
あ
り
、

さ
ら
に
引
山
内
半
案
の
枚
討
が
続
け
ら
れ
た

二
六
九
州
審
会
）
。

F 

他
人
の
事
ぬ
の
針
訴
に
よ
る
内
己
山
宇
務
処
理

二
一
六
条
（
直
長
訴
権
）

四
＝
条
一
反
対
訴
権
）
に
関
係
す
る

以
の
一
ぷ
伏
誌
が
な
さ
札
た

、
F
務
管
店
内
の
原
則
は
適
用
J
4
、
札
な
い

の
し
忠
則
仁
の
み
U
U
λ
ノ
v

同

ν
、
管
理
者
の
不

u
r
l

小
中
i
利
得

三
口
戸
（
2
C
3
2〕

為
責
任
そ
妨
げ
な
い
勺

2
、
友
人
の
側
か
ら
の
追
認
の
効
来
に
コ
い
と
は
別
人
を
は
け
な
い
c

今

他
人

刊
日
の
事
侍
と
号
、
え
ら
れ
と
、
川
山
記
さ
れ
た
い
助
ム
ロ
一
L
f

い
う
ん
疋
p
入。

管
川
三
官
が
池
人
の
事
訟
で
あ
る

一
戸
を
知
ら
な
い
よ
け
…
に
い
川
辺
夫
で
あ
る
日
ぺ
管
珂
在
一
い
お
け
る
池
人
の
事
務
の
認
設
を
戸
時
い
限
立

要
L
J
7
ブ
却
、
本
人
か
し
り
の
泣
官
民
一
品
～
一
は
成

υ
し
え
ず
、
反
対
訴
権
も
よ
り
層
成
立
し
な
い
。

L
小

L
、
過
小
八
仁
よ
る
八
法
行
品
、
引

害
賠
償
責
任
を
渋
う
こ
と
が
あ
り
得
る
巳

一
一
部
は
買
な
っ
た
判
断
が
な
え
れ
て
い
る
こ
と
オ
考
怠
し
＼
下
い
を
予
功

Jq
る
た
め
に
司
丈
の
唄
ノ
定
kd
目
安
心
あ
る
、
追
認
ト
つ
い
て
は
、
台
以
一
に
よ
る
れ
原
刈
に
会
ね
ら
れ
る
。

ぷ一

き
た
い
、
以
ト
の
中
部
事
例
が
検
討
さ
れ
た

fミ
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〔7

知
ゴ
ハ
ふ
い
か
ら
口
事
務
と
し
と
処
則
す
る
埼
ム
門

小
法
行
為
支
打
が
泊
町
さ
れ
る
｛
こ
の
場
〈
け
に
μ
に
け
、
そ
の
他
の
γ

ハ
ー
法
行
為
者
ζ

異
な
け
、

E
リ
厳
し
い
円
コ
止
を
わ
ハ
う
～
～
ζ

は
抗
ロ

刀
が
な
い
一
J
4
k
t
長
帯
、
ー
一
ヲ
な
わ
ち
事
務
v
h
辺
一
み
権
を
叩
い
る
ァ
ャ
と
の
利
点
と
さ
れ
る
も
の

ヌ
法
行
為
と
異

4
ブ

ω
、4
4山
の
時
効
印
刷
司
、

相
止
ワ
士
夜
、
戸
川
波
義
務
）
は
、
市
法
行
為
て
付
対
処
円
能
刊
あ
る
。
日
取
刊
伐
の

の
司
容
は
京
法
行
為
仁
よ
る
損
害
賠
償
請
求

ほ
で
判
じ
こ
と
h
J
達
成
叱
能
戸
別
、
あ
る
報
己
表
f

惜
も
何
様
ご
あ
る
き
ら
に
、
ル
ザ
半
な
ど
を
事
務
れ
理
者
と
し
て
抗
、
つ
こ
と
は
、
事
詩

宮
川
町
の
概
念
し
い
事
初
せ
ず
、
こ
の
概
念
の
変
質
に
説
く
ハ
市
上
務
笠
間
ど
あ
る
ご
め
に
は
、
他
人
の
事
務
を
そ
れ
と
し
て
処
到
す
る
臭
剤

な
品
目
と
そ
の
関
市
が
必
更
で
あ
る
c

日

似
人
の
事
筏
と
し
て

か
つ
2

ド
己
と
本
人
ふ
義
務
づ
げ
と
ヰ
J
E
ご
処
坪

L
た
が
、
も
づ
ば
ら
じ
利
に
仁
／
J
7、
決
定
5
れ
て
い
介
坊

よh
司手

本
二

市
川
で
一
戸
及
さ
引
y
時
半
例
一
ν

完
A

に
ふ
市
務
管
坪
剥
乏
の
、
炉
問
が
可
能
と
抗
議

一
、
の
よ
う
な
場
合
か

G
と
い
川
縁
に
扱

r, , 
奈さ

う
こ
と
は
で
き
な
に
も
ど
っ
、
丹
、
心
境
什
は
、
口
〕
と
太
！
人
心
刊
誌
を
医
一
時
に
者
市
v

て
い
ー
と
い
え
、
そ
の
よ
ー
な
揚
む
が
わ
司
〆

事務管出i士JJI,司有！ifr牛名考ぇz,

ろ
通
常
例
に
近
い

こ
の
よ
う
な
場
合
子
喜
一
作
物
恒
埋
か
ら
州
除
す
れ
ば
、
事
務
特
理
旧
坑
〔
に
が
週
刊
さ
れ
る
場
ム
門
は
ほ
こ
ん
ど
叫
ぺ
ら
な
い

だ
ろ
冶
つ
（

μ
叫一
ω
古
い
の
た
め
に
じ
為
J

た
場
合

H

早
…
米
一
一
一
rパキル

坑
ご
一
円
及
さ
れ
ゐ
半
例
。
こ
こ
に
も
、
事
務
符
却
荒
定
は
で
h

に
適
用
可
能
と
？
礼
一
一
一
。

J

川
一
以
引
の

と
打
九
可
し
た
n
吻ムじ

K 

例
外
的
に
、

持い岬町
4
h
が
川
川
特
に
本

仲早川
1
一一

Jr 
久
山

頃
ご
一
日
及
さ
れ

山
川
引
と
し
て
、

本
へ
と
の
河
綜
は
成
立
し
な
い
が
、

人
の
た
め
に
行
為

L
た
い
さ
一
に
は
、
成
y

げ
す
る
、
し
か
し
ょ
の
青
山
低
一
ほ
桝
λ

た
さ
れ
ど
、
特
別
な
ふ
一
副
が
必
安
「
め
る
η
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JU
務
が
浸
数
人
に
関
係
す
る
が

信
阿
一
ツ
ロ
は
そ
の
町
村
に
つ
い
て
の
み
事
務
官
口
問
意
誌
を
右
し
、
ぃ
f
、
均
台

,,ii 

昨
山
ペ
土
一
一
J

打
孔
押

Z
G
、
辺
一
九
九
二
丈
で
一
反
さ
れ
る
つ
、
例
一
九
rま
で
の
針
決
議
じ
も
い
f

づ
き
込
山
戸
一
月
花
と
考
え
ら
れ
明
文
規
’
疋

で戸、、
問

や
日
開
か
な
い
こ
レ
｝
仁
1

討
議
事
務
管
如
意
担
を
吉
さ
な
い
本
人
に
却
し
て
は
、
特
担
者
は
反
対
訴
権
を
攻
準
し
な
い
n

太
’
へ
の
倒
か
じ
り

の
五
訟
は
円
能
。
ま
た
、
第
二
者
の
h
J
め
の
事
務
管
述
内
事
例
と
も
な
る
η

川
出
五
条

品
川
口
山
内
背
が
本
人
の
何
で
第
＝
背
と
汁
い
律
〆
付
為
や
し
、
本
人
が
出
刊
誌
を
か
絶

L
Lだ
場
合
の
検
討
が
必
民
と
さ
れ
た
f

こ
の
f

川吋
Aμ

の
机
市

者
の
利
何
詰
求
権
の
定
め
は
小
田
火
し
r
一〆
γえ
れ
に

第
一
一
苦
に
、
、
C
い丘
E
5
c
r
日
ロ
も

L
く
は

2
5
L
5
5
2ロ
1
2
2
に
上
ノ
ω
不
当
利
科

が
般
対
立
に
よ
り
与
、
子
れ
れ
y
d
p
l
y

は
川
町
ら
か
だ
！
？
り

他
i
ぺ
探
索
に
も
あ
口
ま
れ
た
、
管
加
者
が
戸
己
の
名
で
締
約
た
境
ヘ
刊
の
規
律
の
ビ
要
刊
の
有
呈
に
つ
い
て
す
刊
し
さ
れ
た

。〉
j占
M 

ム
口
に
ほ
、
刊
日
当
ド
ー
卒
人
に
対
－
て
利
得
活
求
枠
が
r
J
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
辻
、

一
之
が
ぶ
口
比
的
以
処
卜
r
J
d

－G
q

L

一いい

円

引

〆
P

は
代
理
人
い
V

－J－ν
て
紘
利
長
官
J
9
7
T」
ζ

、
第
二
に
、
利
叫
し
庁
内
旬
、
川
ー
と
し
て
の
欲
ち
ぎ
る
川
町
並
利
失
に
つ
い
て
わ
同
ソ
え
な
い
が

ゆ
え
に

代市川

τ、
が
盃
資
力
の
場
介
じ
も
利
月
三
同
以
？
叫
刊
を
卜
勺
J

え
る
こ
と
は
問
題
っ
そ
う
で
な
い
場
九
け
に
は
一
芯
考
え
得
る
が
、
れ
市
川
一
人

が
ん
γ
1
A

一い当山ド叫｝
V

てよ也、

（
十
川
内
務
）
い
ん
わ
H

存
す
る
場
合
じ
は
、
校
ノ
f
さ
れ
れ
ば
、

ー
事
者
川
に
竹
川
h

泌
す
る
対
比

利
得
は
五
門
一
定
さ
れ
、

宮
市
況
行
出
で
も
、
信
二
者
に
悼
村

E
N守
ず
る
一
と
は
町
山
間
と

L
Cも
、
地
切
な
焼
仰
は
封
制
牲
で
あ
る
。

－
今
こ
：
）
、

j
1
l
i
l
J
（
 

四
五
丸
木
と
諸
提
案
は
と
も
に
日
」
汗
ぺ
」
山
川
た
巳

H
U
4
3
t
 

l!i 
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二
川
川
ん
叫
ん
は
、
従
り
人
、
転
向
い
川
物
訴
佳
子
認
め
る
規
定
と
浪
然
ー
こ
こ
ら
、
え
ら
れ
て
い
ん
ぺ
が
、
部
分
草
案
一
ハ
一
理
出
辛
口
、
ぺ
川

f
h

台円円八
h

川、の

審
議
付
脊
か
ら
は
、

や
や
異
な
ハ
た
列
解
が
十
八

Jさ
れ
る

J
m分
肯
案
起
草
書
ふ
一
ベ
ル
の
山
背
即
刻
は
、
山
門
理
者
が
た
人
引
～
尚
一
ヤ
法
律
わ

為
を
治
一
者
い
ど
締
結
し
え
均
台
円
、
め
一
芸
の
な
i
f
、
に
対
す
る
刈
得
一
点
求
権
を
λ

条
の
川
礼
律
対
象
、
y
「
手
、
〈
マ
品
川

γ
尚
い
て
い
た
υ

こ
の

C
A一心
J

ム
判
長
的
事
l
d
j
u
述
と
計
価
さ
れ
る
場
介
仁
は
、

ず
に
本
人
を
拘
？
択
す
る
は
「
だ
か
り
、
こ
の
陽
台
は
、
十
付
託
尚
南
す

務
管
理
と
な
ら
な
U

功
行
が
前
誌
と
与
え
ら
れ
る
巳
め

を
員
会
の
審
ぷ
で
は
、

H
iし
の
名
む
が
阿
枯
し
た
u吻
ム
ド
を
打
仰
い
抗
す
る
提
案
P

ArJ「
爪
叩

r伶】
吋
）

が
出
さ
れ
れ
f

た

、
あ
わ
ぜ
一
L
E一
議
さ
れ
た
n

第

委

H
H
会
の
刊
品
川
の
同
町
山
は
、
本
人
の
名
て
締
結
し
た
場
行
↑
は
、
不
当

;flj 

T与
0) 

川
町
不
町
ヘ
一
円
滑
1
4
吋
に
お
り
る
本
へ
の
ぺ
J

の
庶
J
H
似
持
ほ
同
の
有
証
〕

かなら
4

引
い
れ
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
か
っ
向
山
い
ん
で
あ
る
か

ら
と
し
て
で
め
け
、

じ
い
の
名
で
締
結
し
そ
場
九
↑
は
、
利
沿
川
町
持
淳
川
、
第
一
昔
刈
の
任
意
供
与
位
、
規
律
の
凶
離
料
金
ど
「
め
り

二
～

7
己

斗

／

t

t

J

七

f
条
件
い
管
拝
者
山
恒
三
の
名
で
の
有
続
的
事
務
処
引
に
つ
い
て
も
、
村
市
弐
務
を
設
す

ま
ー
と
め

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

同
型
的
事
務
ノ
ド
刑
打
一
以
外
の
お
場
ム
川
が
制
引
に
検
討
さ
れ
た
一

淳
一
法
意
問

μ「
己
卓
衿
処
聞
の
料
州
法
は
、
部
分
H
M
f

件
〆
府
八
し
な
リ
、
不
法
J

打

九
に
少
だ
ね
ら
れ
た
一
そ
れ
勺
ぃ
分
何
処
可
持
と
し
、

ま
た
台
、
時
日
告
到
の
慨
今
山
こ
詞
和
し
な
い
こ
1

〆
一
も
湾
川
と
さ
れ
た
一

rパ
ー
バ
、
わ
為
e
R

H
Z
で
対
処

rv位
と
し
て
削
除
3
れ
る
北
定
が
若
干
巨
す
っ

本
人
の
会
止
に
日
午
一
る
お
務
処
叩
J

じ
よ
る
Lm償
京
任
均
止
の
削
除
、

cの
F
務
処
理
中
止
ド
よ
る
帰
依
責
相
成

υ
は
一
い
引
と
し

ι継
い
型
民
放
刊
の
削
除
込
認
が
な
い
場
介
の
情
理
者
の
Jr宝
石
賠
償
責
刊
に
つ
一

不
法
ノ
行
為
レ
民
年
止
を
、
一
か
が
町
に
も

L
く
は
術
主
的
に
援
羽
一
7
フ
心
川
地
｛
て
の
併
設
ハ

缶
四
此
ぃ
白
の
義
広
一
規
｛
川
ル
ハ

錯
誤
点
し
＼
は
法

3

－k
、
ま
h

－、

山
な
青
b
M
出
に
よ
る
一
日
己
事
務
雪
印
に
つ
い
て
、
前
者
は
υ札
方
的
利
ぃ
山
什
安
門
、
当
日
開
者
の
み
油
売
部
↑
不
法
門
為
責
任
、
後
背
は
’
J

理
石

の
不
法
行
為
責
打

' '"' J 、心
肉
は
刊
訴
権
に
関
す
る
＝
立
条
に
人
け
ま
れ
て
い
た
、
山
杭
も
し
く
は
れ
有
心
軒
益
に
飢
｛
じ
さ
れ
て
い
た lポ
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,,ii 

場
合
と
、
お

ι↓
の
委
任
に
J
v
r
づ
く
場
行
ァ
、
L

廿
誌
の
精
巣
、

で戸、、
問

治
草
案
の
第
次
委
只
会
に
お
け
る
検
河
川
以
程

多
ー
、
は
、
表
明
の

十
ど
こ
ま
る
U

第
一
中
京
】
百
六
ん
末
、

じ
川
九
九
れ
は
、

山
叫
古
臥
州
償
義
務
の
司
－
小
カ
り
、

円
ご
本
七
日
九
九
ヘ

ヒ
↓
ハ
ハ
ソ
久
苛
仁
一
般
に
さ
れ
た

七
五

札
口
い
↑
う
い

J
k

、

待
日
出
川
読
み
を
追
加
。

管
理
背
の
注
意
瓦
務
内
谷
に
没
吏
n

ぃ
h
九
条
、
ト
六
八
υ
条
ド
小
川
別
注
さ
れ
た
。

通
知
主
務
、

片
山
刻
…
一
利
払
に
本
人
の
能
川
一
は
泌
桜
田
し
な
い
J
J
q
ゐ
凱
疋
だ
が
、

七
冗
t

八
条
は
、

ん
々
準
契
約
舵
訓
明
解
に
も
と
づ
ノ
＼
誤
断
を
溢
け
る
た

め
ぷ
け
－
つ
れ
介
が
、
そ
の
よ
う
な
戟
断
は
そ
も
そ
も
生
じ
伴
な
い
と
し
て
f

引
J
A

ト
も
そ
の
後
の
実
’
汀
に
も
t
k
q寸
J
P
Q

と
さ
れ
て
品
作
、
卜
つ

七十
i
l

一
丸
木
の
反
付
一
川
枠
の
要
件
と
し
て
の
本
人
の
豆
町
じ
と
の

ド
、
提
案
に
も
と
づ
き
、
前
者
の
ヴ
バ
し
ぺ
の
一
ヴ
ヰ

々
ス
マ
品
、

1
J
2
j
t
 

州

J
H
m
ほ
い
白
の
認
識
川
出
件
を
斗
市
千
と
j
る
第

持
茶
と
本
人
の
白
一
の
円
、

故
を
川
女
門
と
す
る

JEん
勺
守
一
玉
、
わ
お
け
ヰ
交
と
の
寸
断
的
斗
埼
を
採
る
と
え
れ
た
υ

山
部
分
立
実
但
主
者
キ
ム

i

パ
ル
が
、
」
の
一
ヌ
ハ

急
追
の
危
険
の
財
人
口
に
例
外
r
h
m

uzlp一の

引
を
提
附
す
る
一
役
一
山
（
同
一

L
E
E
C

争
相
t
qネ
す
y
Q
H吋
一

同

t
宇末、
T
r
H
W勺
一
例

にい
h
f
1
）
ず
に
、

Mq

を
検
川
L
つ
つ
、
拒
汗
し
た
も
の
が
復
活
1
ν

た
が
で
あ
ム
旬
、

委
員
九
五
は
、
こ
の
認
従
の
越
怜
を
般
化
す
る
と
い
う
説
明
会
〕
て
い
る
ι

そ
の
ー
で
つ
な
砲
骨
は
、
そ
れ
は
、
本
人
が
一
般
的
委
任
（
指
凶
）

を
与
え
、
官
々
の
綿
4
J
い
お
ー
小
を
ワ
え
る
こ
と
い
J

で
き
な
い
場
げ
と

伏
況
は
伺
い
綜
で
あ
る
と
管
調
者
一
刀
、
、
社
む
を
作
っ
た
裁
長
一
で
本
人
の
を
忠
告
代
替
で
さ
る
場
合
J
P
U
か
が
河
題
で
あ
，
ωと。

小
川
凶
行
為
安
与
に
ゆ
だ

;/,l 
Fヲ

カミ

こ
こ
で
円
皮
、

本
人
保
理
の
お
己
円
小
、
円

違
法
夜
バ
一
村
己
事
務
処
法
の
類
到
に
つ
い
て
、
第
一
車
系
七
六
ん
た
は
、
部
分
l

川
十
夜
の
止
場
を
変
吏
し
亡
、

十
法
行
為
長
作

事
務
担
コ
附
川
訴
権
と
丹
波
山
花
や
木
人
に
与
え
た
に

の
み
の
4
一アハ〕
u
ーは、

半
人
の
礼
治
以
一
識
が
一
つ
一
じ
以
な
い
p

」レ＼

そ
の
思
出
は

不
法
行
為
の
更
件
の
立
止
の
回
如
、

時

fm
一
つ
い
て
以
不
法
行
為
が
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小
利
ご
あ
乙
こ
一
が
挙
げ
ら
わ
た
r

ロ
京
日
後
に

パ
き
く
円
刈
れ
ば
、
部
付
中
長
か
ら
川
中

草
案
み
一
符
ぐ
、
民
法
典
に
主
る
党
迭
は
、
ム
ト
提
訴
権
、
良
川
月
五
川
砕
を
汎
の
ク
ル
ー
ィ
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
制
定
の
前
半
と
後
じ
で
独
判

フ
ザ
ス
タ
J

ス
か
ら
、

や
早
臥
台
、
出
合
の
状
能
へ
の
没
化
と
と
い
り
v

八
ら
れ
る
。
こ
れ

は、

E
M院
が
思
ハ
な
る
と
は
川
ズ
、
た
過
の
門
町
四
も
い
H
ぷ
哉
さ
れ
、

問
え
ば
、

そ
れ
に
－
L
じ
ん
桧
と
ん
が
泊
さ
れ
た
と
み
品
、
」
と
が
一
い
き
る
c

反
対
訴
権
の
ア
ル
1
7
h
一
也
君
し
と
い
た
公
的
義
務
の
屑
れ
に
問
、
百
る
規
定
は
、
部
分
子
一
十
案

九
条
か
ら
、
第
肯
案
七
九
立
条
を

'" m十
、

青
山
持
品
権
グ
ル
ー
プ
の
り
い
E
M円
で
あ
る

ト

γ
y

♂し一川匂
U

1

J

「
i

h

っ
し
一
仁
よ
ー
J
d

r
l
J
d
l
ν
j戸
｝

h

b

J

八
七
九
条
仁
h

ね
い
て
一
般
化
さ
れ
る

ハ
↓
ハ
ー
＝
名
品

が）
J

わ
ず
か
で
は
あ
る
う
、
／
叶
静
、
ン
ス
ア
ム
か
ら
、

般
的
制
改
と
し
て
の
要
件
効
用
不
シ
λ
ア
ム
仁
移
行
し
た

t
H
も
い
ー
ー
さ
れ
る
の
は
、
反
対
一
訴
権
（
賛
同
償
還
－

の
要
件
と
し
て
の
、
本
人
の
高
い
」
じ
と
の

当
初
は
、
予
務
の
川
引
4

J

ん
の
品

三χ
カ£

it 
" 

ぞ
の
実
行
に
勺
い
と
も
必
見
戸
「
r
さ
れ
て

ν
七
が
、

の
み
に
阪
だ
さ
れ

実
行
は
廿
挫
す
の

リ
目
立
と
の
一

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

ね
ら
れ
た
こ
す
な
わ
九
、
一
一
K
Jむ
に
つ
い
て
は
、
恒
理
苦
が
刊
な
や
払
う
こ
こ
で
汚
識
し
う
る
限

tJの
、
ぶ
人
の
意
思
F

U
比

y

る
こ
＝
に
な
う

人

U

／々で

心
世
の
償
還
を
E
J
L
て
の
利
他
的
介
入
促
進
の
ジ
レ
ン
マ
者
、

求
人
の
主
町
一
利
品
の

。
リ
し
伝
さ
－
に

中
内
を
い
円
い
て
解
法
し
え

？
り
い
、
各
一
J

＼
の
市
二
じ
、

e

川市
w
J
M
泣
寸
法
や
沢
法
行
為
訟
の
刈
佳
に
、
羽
不
黙
示
会
副
わ
ず
、
を

μ
ら
れ
る
こ
と
L
一
な
っ
た
。
叩
日
立
高

の
義
務
に
つ
い
て
は
、
委
任
版
ボ
の
常
滑
も
な

5
れ
た
の
こ
れ
は
、
山
芝
陣
ち
理
の
団
組
げ
を
独
？
ば
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
の

法
定
債
権
刈
好
と
閣
内
法

L
つ
つ
分
科
し
て
い
る
山
氏
J

タ
ア
い
こ
し
〈
を
が
峻
す
る
。
点
川
以
内
J

じ
ポ
袴
古
川
叫
内
処
理
は
、
部
分
中
長
か
り
杭

草
案
、
法
典
l
L

レ
私
し
た

取人法羊JGZ (2 oc) zr; c2c1乙 7l
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市
設
口
付
J

丘
、
は
、
五
質
的
に
は
で
l

y

υ

て
恰
理
者
の
ギ
ロ
一
行
為
主
H
H忙
を
問
、
つ
間
接
訴
峰
山
／
玄
人
の
側
一
ハ
一
判
い
い
責
任
の
組
み
合
わ
H
V

で

あ
っ
た
が
、
前

刊

ι
i
J木
げ
l

＼

管
到
レ
ハ
の
不
法
行
為

E
任
に
一
冗
化
さ
れ
P
K
O

バ
マ
只
は
、

小
法
ノ
わ
為
4

只
打
を
背
阪

つ
つ
、
記
収
的

で戸、、
問

な

F
務
管
…
却
4
k
t
長
時
ー
の
行
使
を
認
め
、
行
九
切
に
よ
っ
て
、
担
制
定
的
な
反
対
浜
市
に
子
り
さ
れ
る
と
い
う
ぽ
で
、

u
h化
ノ
た
が
、
ニ

の
円
…
は
部
一
勺
革
主
理
由
吉
田
も
北
約
る
y

ご
ろ
で
あ
J

たぺ

市
分
市
議
は
3

コ
l
ベ
ル
に
よ
る
己
極
法
の
叫
f

ぇ
化
の

と
し
て
氏

υ
Lた
が
、

情印刷げん約の一山一ぷい川、

本
九
年
誌
の
同
氏
認

長
こ
）
？
ド
、

カ
底
流
と
し
て
あ
っ
七
り
伎
は
随
所
に
、

法
政
を
め
ぐ
ゐ
一
義
請
を
、

実
定
法
化
ト
際
し
小
市
立
な
も
の
と
し
て
抗
し
た
沖
、
色
濃
法
て
れ

円
札
J

乞
本
本
ど
し
て
探
ス
る
以
十
、
事
生
ス
の
そ
の
法
源
仰
山
木
川
河
は
ポ
口
定
で
き
な
い
F

が
い
位
壮
行
為
の
促
進
の
粧
皮
と
し
て
の
固
定

間
一
川
口
を
可
指
1J
な
が
、
め
J

も
、
日
小
所
に
、
従
山
木
の
日
抗
議
状
況
（
き
れ
A

体
が
汁
川
仏
川
似
の
文
脈
に
山
点
本
）
か
ら
山
半
す
ソ
ら
い
川
い
ふ
木
を
完
全
に
は
mu’T

る
こ
レ
〕
が
v

で
主
一
て
い
hI
仏、い

貯
埋
ー
と
何
々
の
川
市
今
一
千
と
の
正
雄
は
、
山
口
組
法
て
は
μ
一
交
に
立
山
叫
す
る
こ
と
は
そ
の
前
崎
か
ら
し
て
川
坪
で
あ
っ
た

J

ま
た
、

dd
求

コ

i
t；
 

が、

JFん
nd
吉
宏
、
か
ら

R
J
T
h
＼
の
m山
花
で
、
任
理
に
よ
る
例
ム
マ
の
乱
疋
の
コ
ン
ト
口
、
ー
ル
が
徐
徐
に
進
行
し
た
ハ
以
y
b
川
市
ド
ピ
」
の
こ

乙
が
う
か
が
え
る
の
は
、

小
女
正
引
務
色
阿
一
こ
呼
ば
引
る
ν州
市
一
家
の
刻
作
で
あ
る
〉
第
一
次
を
h
H
A
A
に
お
け
る

mJ刀
吉
宗
の
険
計
的
地

山恒で、

各
〈
円
以
i

立六

H
事
務
管
ハ
刊
行
I
‘
例
が
持
と
戸
ν
さ
れ
、
違
法
窓
辺
の
山
川
己
君
主
込
口
同
と
錯
誤
に
ふ
る

U
己
ヰ
務
管
聞
に
主
疋
さ
れ
、

ぞ
れ
川
一
外
の
事
例
は
、
境
｛
疋
の
伶
日
、
削
除
、
学
読
へ
の
ゆ
だ
ね
、
／
一
い
う
必
で
が
決
さ
れ
、
そ
の
反
函
と
し
て
の
真
正
事
務
官
辺

の
要
件
効
用
小
が
純
化
さ
れ
た
っ

い
っ
h
J
ん
T
ハ
法
行
持
に
孔
す
ね
た
選
法
定
司

U
己
ギ
務
管
洲
を
、
選
択
的
い
円
、
は
あ
れ
い
、
政
策
的
考
出
い
一
一
一

根
拠
に
、
事
務
弘
珪
に
戻
し
た
げ
一
U
H
さ
は
あ
る
に
せ
上
。

こ
こ
で
、
現
代
の
事
務
廿
寸
評
訟
の
課
題
日
間
、

ι
L、
t
r
y
J民
法
の
起
け
｝
、
坦
程
が
」
1
4

え
乙
－
小
峻
を
検
討

L
て
み
よ
う
r

亡戸

夜
閣
議
求
梓
に
つ
い
v

て
c
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現
存
の
相
川
山
肌
論
は
、
日

hm償
患
の

「
二
、
認
め

7TL！
こ
が
多
い
J

む
（
垣
間
む
は
、
川
J

入
に
さ
れ
た
r

主ハソテ

j
i
ゾて

J

a
4
r仁

L
千
小
i
P
1
，4
1
J
9
ツ
4

二
I

〆
は

に
は
、
介
入
の
イ
ン
セ
ン
ヤ

f
ゾ
を
抑
制
す
る
～
と
」
働
く
と
い
う
危
倶
が
不
さ
れ
二
、
い
る
μ

ま

t
法
と
経
治

ru
ナ
山
川
パ
ア
プ
ロ
ー
チ
も
止
め
る

市
分
＋
凶
午
…
孝
一
L

は、

効
県
と
し
と
、
費
市
川
原
還
、
免
責
請
求
、

y
並
L
で
、
「
姐
？
市
文
払
わ
れ
い

二
三
人
全
じ
お
い
て
、
反
対
訴
権
力

る
の
が
波
常
て
あ
一
る
行
為
一
に
恨
む
し
て
、
報
阪
請
求
を
認
め
た
お
一
次
4

吾
川
口
会
丹
市
再
議
で
削
除
さ
れ
h
J
こ
と
は
推
況
で
き
る
が
、

そ
の
叫
町
山
は
川
づ
り
均
一
七
は
な
い

品
川
口
山
内
背
の
川
正
己
kunH
諸

i
い
慌
に
つ
い
て
し

管
理
両
が
事
務
処
刑
刊
の
混
在
一
じ
張
中
汁
や
投
。
た
場
合
の
ぷ
ベ
叶
で
あ
る
が
、
門
一
vQJM同
は
、
同
位
急
救
助
仁
つ
一
い
亡
肯
定
す
F

る
明
L
Y
ん
や
蛍

ミ
一
一
、

2
3

V
F
I
、、ーザヴ
λ

、
戸
時
訴
権
と
し
て
、
上
千
人
庁
、
hv
管
坪
者
へ
の
介
ヘ
ト
山
束
寸
ッ
ω
拒
士
バ
F

噴
詰
求
払
を
ι
J
え
て
い
る
が
、

の
反
汁
の
l
u
向
山
引
判
官
町
村
ハ
償
措
日
求
権
ιご
号
、
叫
ん
／
主
一
勺
ハ
ノ
発
怨
は
な
い
へ
）

管
制
内
守
山
代
埋
佐
川
に
勺
い
と

事務管出i士JJI,司有！if，牛名考ぇz,

ア
ラ
、
〆
ス
片
山
も
同
様
で
あ
る
（
部
分
よ
奈
は

円〉（，
F

討
は
肯
む
す
る
明
文
会
」
置
：

二
四
百
条
に
お
い
て

本
人
の
利
位
十
一
H
打い

J
U
1

出問’

L

L
A

－
－
ベ
ル
は
、
こ
の
煩
d

七
を
大
人
の
ケ
刊
と
的
結

L
た
場
合
に
仮
定
す
る
趨
骨
だ
叶
た
が
、
己
辺
川
口
で
の
議
論
に
内
来
！

1932K茶
色

ムめ

J
、山川市

宍
吾
川
買
え
ご
は
、
管
4
什
品
有
の
々
れ
で
締
結
さ
れ
た
埼
ん
じ
J

主
主
刷
灯
対
象
と
さ
れ
た
。

J
w
u
u
f
J
咋

FJ

ノレ、

桐
明
代
の
訪
問
唱
は
、
本
人
の
吉
町
山
宇
佐
山
政
導
く
出
提

t
し
て
の
代
川
崎
ruv
限
の
4
4
4
口
て
あ
る
小
、
市
～
刀
平
aー
な
ど
が
FZ頃
ト

君
れ
た
の
は
、

E
…
枠
代
珪
の
場
合
の
本
人
の
不
当
利
得
点
任
、
も
し
く
は
そ
れ
す
ら
な
い
仲
介
者
を
介
し
て
の
利
行
責
任
の
一
円
台
の
同
川

越
で
あ
う
だ
し

k c 
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九

μ
務
管
制
円
い
か
成
い
す
る
更
件
f
h＃
凶
の
問
一
H

ロ
（
寸
H
N

は
、
オ
ラ
ン
ダ
民
法
キ
ハ
テ
唱
し
つ
つ
、
介
人
去
の
悔
恨
製
作
を
介
1
J

て
、
守
務
主
週
内
成

μ
範
問
キ
亙
ず
る
っ
他
！
川
、

で戸、、
問

人
の
苦
心
」
忠
利
ト
KH
義
訟
’
h
A

叫
を
介
入
灯
台
対
的
河
内
山
桃
咋
山
町
一
っ
と
す
る
〉

市
分
向
業
て
は
、
夜
夜
一
品
？
悼
と
反
社
一
詐
ー
他
の
安
pi効
果
は
異
な
る
と
い
う
前
恨
か
ら
出
発
す
る
の
と
、

正心川
J
J
W
1
h
f
昔
日
管
到
な
ざ
の
、

事
務
管
却
制
店
、
主
体
と
l
て
の
宍
述
内
長
料
を
ぢ
え
る
i
刀
rけ
に
は
守
し
て
い
な
い
U
J
μ

接
訴
権
に
討
い
て
は
、

管
伊
丹
の
良
家
父
と
し

ど
の
、
日
立
H
P

お
務
が
い
距
古
和
償
責
任
の
成
針
を
伏
め

反
対
r
制
作
ぐ
は

木
人
川
内
よ
す
の
そ
y
k
i

の
下

N
凶
ト
円
J
ザ

叩

i

、iF

i
ノ

i

本
人
の
持
定
的
「
L

山凶が

5
準

rJ
り
、
治
理
者
の
、
止
血
H
J

が
尽
く
さ
れ
ど
か
十
円
か
は
向
係
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
c

ま
さ
に
、
事
務
処
郊
の
結
果
的
不
発
パ
「

の
リ
ス
ク
が

戸
川
理
古
か
本
人
か
と
ち
ら
に
乾
嫁
さ
れ
る
か
は

本
人
的
妊
J

疋
的
立
忠
仁

町
一
し
た
か
が
決
定
す
る
一
し
か
も
、
当
初

の
村
山
ハ
ん
い
町
会
へ
は
、

そ
の
一
致
在
、

す
な
わ
ち
、
事
務
処
川
叫
ん
！
い
仁
及
ぼ
し
、

本
人
保
設
ネ
徹
i

べ
し
仁
、
ぜ
た
二

川
引
戸
て
に
も
実
行
に
も
、

の
よ
λ

な
リ
ス
ク
は
、
管
埋
者
の
出
務
処
理
を
じ
ら
f
u
u
ぃ
起
ぶ
、
い
な
い
ふ
ー
ん
一

こ
と
は
で
き
な
い
？
と
し
う
訟
設
で
み
？

rd

選
法
当
山
川
内
山
コ
事
政
管
理
の
問
題

市
窓
口
ぺ
J

水
以
！

耳
ur
こ

J
J
、
〉
主
主
土

ふ
＋

h
i
I
L
L
－
E
H
L
r
j
l

転
1
Yに
F

」
一
は
す
で
に
触
れ
た
〉
市
川
北
開
業
は

悶
＝
条
仁
お
い
て

管ペ仙人
1

こ
司
伎
に
、
有
益
的
早
務
処
討
が
成

υ
Lな
い
い
ゆ
ム
ロ
の
叔
律
に
安
た
た

も
J
7
1
U
、
五
円
均
五
川
怪
の
側
面
で
は
、
不
可
抗
ん
天
川
υ

や
負
い
、
反
汁
科
権
と
は
、
＋
九
人
の
追
認
の
4
化
住
J

に
委
ね
た
ラ
治
草
案
は
、
体
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